
学び舎も、によっ雷ヨミュニ餅p沙ヨ汐カを高める授業のエ尭  
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瑠。テpマ設定に当たって   

昨年度は，全教科で「問題解決力」を取り扱ってきた。英語科の研究（テーマ「将来豊かなコミュニケ←  

ションができるための基礎的な表現の育成を目指して」）では，［確かな学力］の中の「表現力」を「問題  

解決力」の一部ととらえ，各学年の授業でどのように問題解決をさせていくのが効果的か，各学年の発達  

段階（2004年度の研究テーマ）を見据えて研究を進めてきた。   

今年度，本校では，「共に学ぶ生徒の育成をめざして～コミュニケーションカを高める実践研究～」を主  

題に生徒同士が互いにかかわりながら共に問題解決にあたる（＝「共に学ぶ」）過程を大切にした授業を実  

践していくこととなった。英語科では，各学年での取り組みのほかに，異学年交流授業を計画し，3年生  

選択と2年生との交流授業，2年生選択と1年生との交流授業を実践してきた。   

異学年交流授業は次のことを主な目的として実践した。  

・英語の情報の受け手に合わせて，情報を発信できるようにする。相手に分かる表現を探したり，雉し  

い単語を言いかえたりする力を養う。ジェスチャーなど，ことば以外のメディアも使って何とか相手  

に情報を伝える力を養う。  

。上級生が実際の経験やこれまで学んできたことを下級生に伝えることにより，これまでの学習の成果  

を実際に活用することができるようにする。   

一下級生が上級生から学ぶことにより，具体的な目標やあこがれを持ち，意欲的に学習に取り組むこと  

ができるようにする。   

英語の授業では，「英語」と「日本語」の2つのコミュニケーションが考えられる。すなわち，「英語に  

よるコミュニケーション活動」と，日本語で英語について話し合うといった「日本語による自己表現」の  

2つである。   

生徒は普段から，日本語（＋ことば以外のメディア）を通して友達とコミュニケーションしている。つ  

まり，他者に対し日本語を話したり，書いたりして自己表現をし，それを聞いたり，読んだりして他者理  

解をしている。その日本語が英語に変わったとき，そこには様々な問題が発生することが予想される。英  

語の表現力（話す力，書く力）が不充分であれば，相手に情報をうまく伝えることができないし，英語の  

理解力（聞く力，読む力）が不充分であれば，相手の情報をうまく受けることができなくなるわけである。  

表現力や理解力を高めることが必要になるが，「教師が教える」だけの受動的な授業から，「生徒が共に学  

ぶ」ことによってその能力を高めることができるという視点を授業に盛り込んでいきたいと考えた。英語  

の授業の中で，英語のコミュニケーション活動そのものを生徒がしていくことによって，「英語による」他  

者理解力と自己表現力を高めていこうというものである。   

異学年交流授業をする時，授業の前に，コミュニケーション活動がうまくいくように準備したり，練習  

したりする時間が必要になる。また，授業が終わった後，授業中のコミュニケーション活動でうまくいか  

なかったところを振り返る時間が必要になる。つまり，「どうやったらうまくいくのか？」，「どう改善した  

らうまくいっていたか？」を考えることが必要になる。生徒同士が事前と事後に話し合い，問題を解決し  

ていく，そういった日本語での話し合いも「共に学ぶ」力であると考えた。  

一112－   



学力に差のある異学年の授業をする時，必要な知識や技能について質問したり，教えたりする場面が生  

まれることが予想される。教師が生徒にモデルを示す（やってみせる）ように，上級生が下級生にモデル  

を示す（やってみせる）場面をつくり出し，さらに，（昨年度森先生から学んだ）モデリングーコーチング  

ースキヤフオールディングーフェイデイングの4段階の指導法を，生徒の活動の中にも盛り込むことを意  

識した。   

また，例えば，異学年が初めて出会う授業では，自己紹介の自然な状況をつくりだすことができる。コ  

ミュニケーションは，いつも同質の人間関係の中で行われるものではなく，むしろ，異質な人間関係の中  

で行われることの方が多いのではないかと思われる。真のコミュニケーションカをつけるには異質な集団  

とのコミュニケーション体験が必要と考える。異学年交流授業では，年齢の異なる生徒同士が触れ合うこ  

とで，真のコミュニケーションへ一歩近づけたいと考えた。   

円滑なコミュニケーションの前提として，お互いが温かい人間関係にあるということが大切であると考  

えられる。つまり，教師と生徒の関係，生徒同士の関係（異学年交流授業では，上級生と下級生が同じ場  

所で学ぶ時の気持ち），各クラスや異学年交流授業での雰囲気や，「授業風土」がよいものでか－と，コミュ  

ニケーションはうまくいかないだろう。このような雰囲気づくりは，指導者の大切な役割である。また，  

他教科の実践や学校行事など学校のあらゆる活動を通しても，共に学ぶ経験を重ねる中で，温かい人間関  

係を育んでいくことが大切な視点となることも意識して，実践を進めてきた。以下に，実践について詳し  

く述べていきたい。  

監203年生 交流の流れヨ  

〔2年：一斉授業〕  〔3年：選択授業〕  

学校の色々な部屋の名前を調べよう  払ereis／age‥‥の文の学習  

臣1B翌年生交流の流れヨ  

〔1年：一斉授業〕  〔2年：選択授業〕  

しい友達に英語で自己紹介をしよう  
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2．2◎3年生による異学年交流授業  

（1）交流前の授業（2年生：一斉授業）  

① 監5月苫友達め疑問について，グループで考えよう   

プログラム2を学習する際に生徒から出てきた5つの質問について，4人構成の10の班に分か戎t，そ  

れぞれの班で答えを考え（10分），全体の前で珪の代表が発表し合う（15分）活動を実施した。質問は，  

以下のようにプリントにまとめ，各生徒に配布した。  

友達の質問に答えよう！  

17ページ HoⅥr about some免、uit？について  

①どうして疑問文なのに，SOmeなんですか？anyではないのですか？  

②どうして鉦uitとなっているんですか？缶ui七Sではないのですか？  

③1Bページのcoxinbaはどうしてイタリック体（斜めの文字）になっていないのですか？   

£托αr£一之はβゐiもcoxinhaも英語にとっては外国語だと思います。  

④17ページ軌a七canIbrir唱tO払epa此y？について，桃子は自分が何を「持って行く」か開い   

ているのだから，bringではなくtakeではないか？  

⑤TheTeis～．の文について，×TheTeis Kenrokuen GaTdenin Kanazawa．という言い方はで  

きないということですが，「金沢に兼六園がある。」と英語で言うにはどうすればいいのですか？   

×Thereis笈enrokuen Gardenin Kanazawa．  

◎Thereis a（beauti乱11）gaTdenin監anazawa．  

考察：英語について日本語を使って話し合うという活動は，1年時から時々取り入れてきた活動で  

ある。これまでは，例えばDoyoulike免・uit？の質問に対して∴因0，Idon’t．と答えた人がそ  

れに続けてどんな言葉を返せるかを，珪で話し合い，できるだけ沢山考えるという活動をして  

きた。  

今回は，英語についての疑問に対する答えをみんなで考えるという活動であったが，この形  

にはどの生徒も抵抗感なく取り組むことができたようである。活動の様子を観察すると，以下  

のような学び合いや数え合いの様子が観察できた。  

・英和辞典を調べ，そこから得た情報を班の中で発表する。  

・これまで英語を学んできた知識や経験を生かし，意見を出し合う。  

・相手の意見に対し，それは違うのではないかなどの討論をする。  

こういった活動を通して，尊敬やあこがれ，信頼感といった気持ちを育て，安心して自分の  

考えを表明できる雰囲気，「敢えてあげる」，「教わる」といったことが，いつでも自然にできる  

ような雰囲気をつくっていくことが大切であると感じた。  

一方，次のような珪の様子も観察できた。  

・英和辞典の情報を珪の中で十分に共有せず，そのまま発表してしまう。  

。ある生徒の考えを珪全員に理解を広げないまま，分かっている生徒が勝手に発表してしまう。  

・十分な話し合いができずに簡単な間違いに誰も気付かないまま発表に至ってしまう。  

残念ながら，話し合いをしようという意識の薄い姓，うまく話し合いができない珪が見られ  

た。班の中の人間関係がうまくいっていないところにこのような傾向が見られた。学級の風土  

づくりや，良好な人間関係を築くこと，共同で課題にあたろうとする真蟄な姿勢を育てること，  
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活動の目的をはっきりと示し班員全体で積極的に課題に取り組むことができるようにする工夫  

が必要であると感じた。  

珪でまとめた意見を全体の前で発表していく場面では，多くの斑が妥当な答えを導き出せて  

いた。似た内容でも各班で異なった表現で説明がなされ，生徒自身も様々な説明の仕方を通し  

て理解を寝めていたようで，他の生徒の理解の仕方を知る，よい学び合いの場になっていた。  

②E6月ヨプログラム3の新出表現の学習   

2年の生徒は交流授業の前の6月に，接続詞whenとTheTeis／aTe～．を扱う単元を学習した。  

whenは，学校紹介の場面でほ，例えば「この部屋は，音楽の勉強をする時に使います。」というような  

説明で使うことができる。また，Tbereis／are～．の表現は，例えば「ここには，コンピュータが40  

台あります。」というような説明で使うことができる。   

授業では，自分が今までに住んだことのある土地を接続詞wbenを使って，「私は5歳の時∴東京に住  

んでいました。」といった文で表現をさせた。The陀is／are～．については，自分の家の近くの様子  

について，「うちの近所には，コンビニが3つあります。」といった文で表現をさせた。   

考察：異学年交流のために，事前の授業で，「これは7月にやる学校紹介の時に，使います。」と予  

告したり，実際に部屋の紹介の文を練習させたりした方がよいか，迷いがあった。結果的には，  

そういうことはせず，交流の中で，3年生の先輩が教えてくれたり，自分たちで考え，思いつ  

いたりすることを期待して，あまり指導者が先回りし過ぎることを避けた。  

交流授業の様子を観察してみると，2年生がこれらの表現を薙なく使いこなす様子ほほとん  

ど見られなかった。むしろ，3年生がwhenやThereis／are、．を使った学校紹介の文を即座  

に出したり，難なく使ったりする様子に，感心していた2年生が多かった。一方，2年生が日  

本語で提示したアイディアを3年生が英語にするといった班がほとんどだったため，3年生の  

力に圧倒された2年生から英語があまり出てこない傾向，英語については「3年生に任せっば  

なし」という傾向が強くなってしまったようである。以上のことから，これら2つの表現の学  

習が直接的に交流授業に生かされたとは言えないが，3年生が2年生の習ったばかりの2つの  

表現を上手に学校紹介に生かしている様子は，3年生へのあこがれ，尊敬の気持ちを高める上で  

は，役に立っていたようである。  

（2）交流前の梗業（3年生：選択授業）  

監選択授業1時間目（6月15日）ヨ  

① 目標をつかむ（5分）   

まず，指導者が“sbowaでOund”という表現を生徒に示した。生徒は，これがどんな意味なのかを  

“sb。Ⅵr”と“ar。und”それぞれの単語の持つイメージから類推した。「案内する」という意味を把握し  

た上で，これからの5時間分の活動は，「外国（英語圏）からのゲストや友人が来たときにそなえて，学  

校にある様々な部屋について既習の英語を用いて説明できるようにする」というめあてを持った。また，  

指導者は，113頁にあるような交流授業を含めたこれからの授業の見通しを生徒に説明した。   

考察：“show”と“around”という語は既習の語であるから，生徒には“showaround”という表  

現は比較的容易に理解できていた。めあてについては，この段階では，「ああ，そんなことをす  

るのか」程度の思いがあるくらいで，あとで示す感想にあるように，その意義や難易度などを  

感じているようには見えなかった。  
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② モデリ汐ダをき竃（5分）   

次に，「案内する」ときには，それぞれの部屋や場所についその説明が伴うのが自然であることを理解  

し，そのときどのような説明ができるかを指導者のモデルを通して知った。今回は，学校の1階にある  

「柏樹ホール」と呼ばれる集会室についてのモデルを聞いた。指導者は，既習の語彙や文法項目を意識し  

ながらゆっくりと説明した。  

Thisis 班e assembly room，“Slm－kai－jo．We callthis room“毘ÅS拝‡WAGIHALL．”  

There are abou七 200 seatsin this TOOm． We come to this room when we have a   

“eompTehensive study”class，“SOgO gakushu no jikan，” As you see，theTe aTe ten  

COmPuterS heTe．We some七imes use a computer七o get someinibTma七ion on theInternet  

OT Write a TepOTtin the compTehensive study class．AIso we some七imes come heTe tO  

hear ourもeacb甜S’importan七ね1k abo11七our schoolli鹿！．   

考察：「えっ，こんなにいっぱい説明するの！」と呟く生徒が見られた。発展的学習内容を扱う選択  

授業ということで生徒にとって少し高い目標設定であるが，生徒の意欲が高まることの期待を  

してのものだった。  

③ 部屋蚤列挙する（10分）   

校舎内にどんな部屋や場所があるのかを確かめた。生徒が1～4階の順にどのような部屋や場所があ  

るのかを挙げ，指導者がボードに書きとめた。その後で，生徒が見落としているものについて指導者が  

追加した。   

考察：生徒にとって，2年以上生活している校舎であるが，どんな部屋があるのかを確認すること  

で，あらためて部屋の種類の多さに驚いていたようである。「あっ，そうそう。そんな部屋もあ  

るja。」という会話の中に再発見の喜びを見て取れた。  

④ 部屋の名前を調べる（30分）   

まず，生徒はボードに列挙した部屋や場所の名前をワークシートに記入した。そのあと，指導者が指  

定したペアになり，和英辞典を用いて部屋の英語名を調べた。調べ終わった後，他のペアと情報の共有  

をした。指導者は英語名を確認し，複数あるものについては，ALTとの情報を元にどれが学校にふさ  

わしい英語名であるのかを指定した。   

考察：ペア作りについては，仲の良い生徒同士のペアや学力差を考慮したペアなど指導者が学びの  

価値を高める目的で組合せを考えることもあるが，この段階では，どんな生徒とも▼コ・ミュニ  

ケーションができる生徒を育成したいという学校全体の研究のねらいに従って，座席のままで  

ペアを組んだ。結果，一ペアだけが普段からあまりコミュニケーションを取っていない生徒同  

士になった。  

英語科では，この段階のペア活動は，「共に学ぶ」ための最初のステップと考えた。一人で辞  

書を調べるよりも二人で調べることで効率化が図れたり，複数出ている英語表現についてどれ  

がふさわしいかを相談できたりする意義に気づいてくれたらよいと考えた。言い換えれば，こ  

の段階で，「学び合う姿勢づくり」を生徒に持ってもらいたいと考えたということである。  

E選択授業2時間目（6月15日）ヨ 

⑤「職最壷（teache柑’room）」についての英語説明を璃アで考見る（30分）   

様々ある部屋の中から，まず，課題として「職員室」を英語で説明する活動に取り組んだ。1時間目  

と同じペアで「職員室」の記述を試み，ワークシートにまとめた。  
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考察：この活動は，「共に学ぶ」ための二番目のステップと考えている。すなわち，「協同で英語表  

現をする」活動への移行である。ここでは，生徒が二つのことを行うことを期待した。一つは  

「職員室（七eacbers，room）」を説明する際のアイディアの意見交換，もう一つは，そのアイディ  

アを英語で表す際の語彙や文型などの意見交換である。  

一つ目については，何を表現するのかという問題であるから，英語の語彙力や文法力とは直  

接関係のない部分かもしれない。しかしながら，表現したいこと，伝えたいことをしっかりと  

もっているということがとても重要なことだと考える。生徒の様子を見ていると，「職員室に  

は何があるの？」「職員室の机の配置はどうなっていたかな？」「先生って何人いるの？」など  

普段出入りしながら知っている情報を交換しながら「職員室」のイメージを少しずつ固めてい  

た。また，「職員室」の持つ部屋独自の特徴に目を向けるだけではなく，生徒が「職員室」への  

出入りのときに言う挨拶や教師の中での動きに目を向けることもできていた。  

二つ目については，伝えたいことや集めた情報を，どのような語彙を用いて，また，どのよ  

うな構文を用いて表現するか，生徒たちの英語の表現力が問われる場面である。構文を一つず  

つ学習するような授業とは異なり，総合的な英語力が求められる。生徒たちは，自分の頭の中  

にある英語を紡ぎ出すようにゆっくりと述べ合いながら，「こういうのはどう？」「こっちの方  

がいいのではない？」と英文を書いていた。一方の生徒の英文が，他方の生徒によって理解で  

きる可能な表現であるかがチェックさゴt，英文ができ上がっていった。  

今回の研究授業は，先に▼も述べたように，生徒同士が互いにかかわりながら共に問題解決に  

あたる（＝「共に学ぶ」）過程を大切にしていきたいと考えているが，「問題解決」という時の  

問題には，数学のように答えが1つに決まる問題ではなく，答えが1つに決まらず多角的にも  

のごとを検討しないと解決しないような問題を想定している（昨年度紀要参照）。「職員室」を  

記述しようとするとき9大枠の概念は共通であっても記述の仕方は1つには決まらない。また，  

答えはどこにもか－から暗記して再生するような型の学習は通用しない。だからこそ，辞書を  

用いて調べ，知恵を出し合って主体的に取り組まないと問題は解決しない。このような意味合  

いの中で，生徒は積極的に活動していた。  

⑥ 説明文をボ】ドに書いて発表する（10分）   

8つのグループが，それぞれペアで書き上げた「職員  

室」の記述文を，ホワイトボードに書いて発表した。16  

人という小人数なので全員がボードのところまで来て，  

自分たちの記述とは異なる点をメモしながら，他グルー  

プの記述を読むことができた。（写真1）   

考察：生徒たちほ，他グループの記述を非常に感心  

した様子で読んでいた。この時の生徒の思いは  

p．143～144の資料3－192「同学年グループ活  

動彼の評価」から知ることができる。いくつか  

ポイントになる感想を拾い上げてみたい。  

写真1  

。2人の方が次々と表現ができて，そういった部分でも英語の勉強になったと思います。  

・他のグループの人達は，僕達が思い浮かばなかった文をたくさん書いていてとても参考になった。  
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。友達がいることで自分が思いつかなかった表現方法を知ることができ，友だちとするのはいいな   

と思った。  

・“夏は涼しくて冬は暖かい”と書いた人がいたけど，その部屋にある物だけを紹介するのではなく，   

そんな視点もいいなと思った。  

・他の班でほ，結構多くの英文を書いていたので，その発想をかりて自分の知識に続けたいと思い   

ます。  

・友達のものを見ていると自分にはか－アイディアがたくさんあっておどろいた。  

。最後に自分の考えた文を書いて，情報交換ができて，自分にはないアイディアがあってとても良   

かった。  

。他の人からたくさんの良いアイディアがもらえて，すごく力になった！  

。お互いに辞書を活用して調べていったら分からない単語とかも見つけることができました。  

・知識を合わせて協力することでいい文を作れたと思いました。  

。みんなで知恵を出し合ったら，とても良いものになると思う。  

・一人で文を考えたりすると，自分のアイディアしかはいらないので固い文になってしまうのだけ  

ど，パートナーと組んでやったり，他の人が作った文をみたりして，アイディアをたくさん増や  

すことができ自分の知識をさらにパワーアップさせることができました。  

生徒は，協力して学ぶことで，どんなことが起きるのかを実感していると思われる。つまり，  

一人の力では限界があることも，協力することで，豊かな発想と豊かな表現をお互いに学びと  

ることができ，より良い英文になっていくということを体感したようである。  

⑦ 英文の仕上げと活動の振り返り。次時への抱負を寄く（5分）   

ペアに戻って，他グループから得た情報を元に自分たちの英文を書きなおした。また，活動の振り返  

りと次時への抱負を書いて授業を終えた。予定した時間は5分で，時間中には完成しない生徒がほとん  

どであった。放課後に仕上げてもってきたり，宿題として持ち帰って翌日提出したりというのが実際で  

あった。   

考察：ここでは2つのグループの英文を紹介する。  

〔グループA〕  

（2入で考えた英文）  

OuT七eachersusuallyaTeinthisroom・Wecometothisroom，Whenwehavesome  

engagemen七・Wesome七imesdon，tcomeintheroom，becausethey makeexam．The  

room has蝕ree parts．  

（他グループの発表を参照にした後の文）  

Ourteachersusual1yareinthis room．Itisvery quiet（e）room．There are desks  

andprinhgmachines，andtheyalwaysrestorworktheTe・Wecometothisroom，  

When we have some engagemen七・Then，We muSt Say山MayIcomein？”we  

SOmetimes don9tcomeinthe TOOm，beeause theymake exam．Thereis coolinthe  

Summer，and waTminwinter．Iam envious ofthere．  

〔グループB〕  

（2人で考えた英文）  
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There are24teacheTSin this room．There desks and pTinting machines．Ⅰ七on  

the second aoor．The teachers do morning ga七hering at8：25inthis TOOm・When  

the students have a questions，they come this room to askit七0七eacheTS・The  

七eachers have a break between class．  

（他グループの発表を参照にした後の文）  

．There are24teachersin this room．They use each computer to woTk．And they  

do morning gathering at8：25theTe．   

This room on払e second noor．There are desks and pTinting machine＄．   

When the studen七s have a question，they come this TOOm tO aSki七to teacheTS・  

TheteacheThave abreaktherewhentheyhavenoclasses・■We mustn’もenterthere  

befbre tests．Because teachers making tests．   

グループAでは，部屋の静けさ，部屋にあるもの，教師の行動，生徒の発言などの情報が，  

書きなおした文に加わっているのがわかる。グループBでは，全体の骨格にあまり変化がない  

が全体に肉付けがなされた文に直っている。8つのグループすべての情報を網羅しようとすれ  

ばできないことばなかったのだろうが，生徒が必要な情報を取捨選択していることがわかる。   

英文そのものは，文法の誤りが見て取れるし，部屋の特徴とそこを利用する人の記述が混  

ぎっており，まだまだ訂正しなければならない点が多々ある。ここから先は，指導者が訂正ヤ  

アドバイスをする領域であると考える。   

活動の振り返りについては，⑥の考察で紹介したとおりであるが，交流授業に向けての抱負  

については，p。143、144の資料3－1，2「異学年交流前の心構え」にまとめてみた。そこから見  

えてくることは，上級生としてのプライドと共に学ぼうという2つ姿勢である。ただ，前者の  

方の思いが圧倒的に多くの割合を示している。この思いが交流授業を通して，どのように変容  

したのかについて引き続き述べたい。  

（3）交流捜業（7月6日）   

授業の流れは，p。142（資料2）の学習指導案を参照していただきたい。   

考察： p．112とp．113で述べた異学年交流のねらいになるべく沿いながら授業を考察し，課題点も出  

してみたい。  

① 上級生がどこまで下級生に関わることができたのか？   

3年生がこの活動に臨む前に書いた交流前の抱負（資  

料3－1，2）をみると，2年生よりも1年余計に英語を学  

んでいるという上級生のプライドがはっきりと見て取れ  

る。ほとんどの3年生に，2年生に英語を敢えてあげよ  

うという意気込みが感じられた。ただ，数人の生徒に，  

2年生よりできなかったら「恥ずかしい」という思いが  

見え隠れしているのも見逃せないところである。   

さて，今回の交流授業で見て取れたことは，学習活動  

の3や4（指導案参照）のように，上級生が下級生に前  

もって学習した知識を伝達するような活動ではほぼ全て  

写真2（中央の生徒が3年生）   
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のグループでうまくいったが，6のような活動，すなわち，両学年にとって初めての課題を共に取り組  

もうとするとき，3年生は活動前に想定していたものとは異なる状況に戸惑いを感じていたようでする。  

それは，「なかなかうちとけて話すことができなかった」「思っていた以上に，初対面の子と話すのは大  

変でした」（資料3－1，2）などの感想からうかがえる。授業者としては，授業開始直後の挨拶・自己紹  

介や活動3。4で生徒たちを和ませようというねらいがあったのだが，十分なアイスブレーキングには  

なっていなかったようである。  

② 下級生はどこまで上級生を目標の存在として意識したか？   

授業者として机間指導をして感じたのは，2年生も3年生が感じるのと同様，上級生にどのように関  

わったらよいのか手探り状態であったのではないかということである。このことば，「他の学年とやる  

とコミュニケーションの墜があるということが分かり…。」「自分の意見はあまり伝えることができな  

かった」「あまりみんなで意見の出し合いほできなかったような気がする」（資料3－1，2）という2年生  

の感想からうかがえる。  

ただ，2年生の感想を全体的にながめてみると，こうし  

た感想よりもむしろ肯定的な感想が多いことに気づく。  

。先輩からいろいろ教．わることができた。  

。先輩たちは私たち以上に表現方法を知っていた。  

・先輩の話しは，すごく分かりやすかった。  

。先輩はボンボン文が浮かんでいて流石だと思った。  

。先輩たちの話しがわかりやすかった。  

。先輩たちは見たらすぐに文にすることができて，すごい   

と思った。  

。先輩たちが，私達が日本語で言った意見を教えてくれた   
写真3（出来上がった部屋の記述を板書中）  

りしました。私も来年はこんな先輩になりたいです。  

。先輩は淡々と文をすぐに考えてすごいなと思いました。  

・いろいろな単語，文法を知っていてすごかったです。   

37名の2年生のうち，上記のような感想を抱いた生徒は22名であった。この結果は，指導者が授業中  

に見取った梯子とは異なるものであるが，本校の研究部が交流授業のねらいとしてあげたことに関して，  

多少なりとも成果が出ているのではないかと思われる。上級生の力を認め，自分もそのような力のある  

上級生になりたいという願いを多くの生徒が感じるチャンスを待たとするならば，交流授業の意義があ  

るように思われる。  

③ 整理すべき課題点   

生徒の自己評価からは上記のように交流授業の意義を見出すことができるが，整理すべきいくつかの  

課題点もあると考える。   

まず，学びの練まりという点である。2。3年生双方の交涜後の自己評価をみると，確かにアイディ  

アの交換があったり，先輩の言う（または，書く）英語に触れて感動したりしているのがわかるが，英  

語そのものの学び合いが探まった活動であったのかと振り返ると，まだまだ，十分ではないように思わ  

れる。「楽しかった」という感想が見られるが，この楽しさのレベルは，イベント的な活動，例えば運動  

会のような上級生と下級生の交流で見られるようなものではないかと思われる。この授業は試行的な授  

業ではあるが，もう少し継続的に行なうなどして時間をかけて観察を続ける必要があるのでほないかと  
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感じる。   

次に，班編成のあり方という点である。今回の2年の班は，クラスの座席の配置をそのまま利用して  

編成した。また，2年生の班と3年生のペアの組合せであるが，部活動関係のつながりを多少考慮した  

ものの，あまり深い考えに基づいた珪編成ではなかった。というのもテ コミュニケーションカを高める  

ということにおいては，誰とでも交流できるのが望ましいという本校研究部の考えに基づき，あまり意  

図的な組合せはあえて避けたということがあった。しかしながら，結果を見ると，班編成ほ考慮すべき  

重要な要素であったと思われる。学び合うためには，心の壁が低くないと学びが広がらないし，績まら  

ない。誰とでも交流できることは理想であるが，その理想に近づくためには，中学生という発達段階に  

おいては，段階を少し踏まなければならないようである。もう少し話しやすい環境に考慮するべきで  

あった。実際，指導者の目から見て交流が活発に行なえたと思える珪には，同じ部活動の先輩後輩がい  

て，最初から抵抗なく学習に入っていき，同じ班員もその雰囲気の中で発言していたと思われる。   

もう一つは，生徒の配置という点である。すなわち，今回のような3年生2人と2年生5火の班で  

あった場合，3年生をどこ8三配置して座らせるかが課題として見えてきた。今回はどの沈も3年生が2  

人とも同じ側にすわり，反対側に座っている2年生とはかなりの距離が生じていた。3年生は3年生だ  

けで，2年生は2年生だけで話してしまったという自己評価をしている生徒がいるが，この座席の配置  

が，起因しているように思われる。また，今回の交流は，選択授業と一斉授業の流れの中での交流で  

あったが，同人数同士，すなわち，異学年の生徒が同数で交流したら，各自がもっと責任をもって話し  

たり書いたりできたのではないかとも考えられた。  

（4）交流後の授業（2年生：一斉授業）  

監9月21日ヨ   

交流授業の後，教育実習生に協力してもらい，学校紹介をする活動をした。時間の関係で，教室と同  

じ階にある図書室を英語で案内することにした。3年生は交流授業後に，既に学校紹介の活動（p．123  

～）を済ませていたので，その活動の様子をもとに以下の4点を意識して，2年生の活動を行うことに   

した。  

・原稿やメモを用意せずに「話す」活動にする。書いたものがあると，どうしてもそれに頻ってしまい，   

アイコンタクトもとれない。  

。説明だけでは，すぐにネタ切れになってしまうことが予想されたので，図書室に関係することに話題   

を広げたり，教生（お客さん）に質問してもよいこととする。   

イ初めて会う相手に学校を案内する」状況に近づけるため，他クラスを担当している教生に協力しても   

らう。  

・教生には，その場で英語で質問をしてもらい，生徒はその質問を開き，それに即座に答える。   

この4点を取り入れるため，本校で2年生後半から3年生で取り組んでいるOne・Minute71alkを利  

用することにした。One－Minute Ta眩は，突然与えられたトピックについて，沈黙をしないように2人  

で協力して，1分間会話を続ける活動である。学校紹介の直前に「図書室」というトピックでOne・  

Mintl七eでalkをすることで，話した内容をそのまま，次の「図書室の案内」に生かせると考えた。   

授業の大きな流れは以下のようにした。  

① ⑬ne－Minu紬丁竃Ikの説明  

② On合一Mi門ut台Talk  
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別々の相手と「図書室」というトピックで2臥One朋inuteTalkの活動をする。その際，話す相手  

が替わるので，1回目の相手と話した内容を2回目でそのまま使ったり，工夫して利用したりしてもよ  

いことを告げた。  

③ 学校紹介をしよう！（図書室の案内）   

2人1組で，教生の待つ図書室へ行き，図書室を紹介・案内する。（2分間）（さで話した内容をそのま  

ま使ったり，工夫して利用したりしてもよいことを告げた。   

この活動では，以下のようなアドバイスや説明を行った。  

・完壁な英語を話せなくてもかまいません。最初は，単語だけになってしまうかもしれませんし，沈黙   

の時間が多くなってしまうかもしれません。でも，この活動を通してだんだん，突然の話題について，   

何とか英語でコミュニケーションできるということに慣れていきましょう。  

。沈黙の時間なく，英語だけで，2人で1分間話し続けることが目標です。話題は普段の日本語でのお   

しゃべりのように，流れていってもかまいません。  

・これまでの練習で学んだことをもとに，今日は教生の先生に学校紹介をしましょう。ある日，海外か   

ら突然附属中学校にお客さんが来られ，2年4組の人にそのお客さんを案内してもらうことになりま   

した。お客さんは，日本語が全く分からない英語を話す人です。（教育実習の先生に扮していただき   

ます。）練習で使った表現，その場で思いついた英語で2八で協力して何とか2分間の時間を英語だけ   

で乗り切りましょう。先生方には英語で質問もしてもらいます。質問にも英語で答えましょう。   

考察：原稿やメモを見ることなく話すという説明のあった時点で，生徒からは「難しそう」という  

声が多く聞かれた。まして，知らない相手に対し，原稿やメモを見ることなく話したり，質問  

に答えたりするという活動は，大きな負担だったようである。緊張している生徒も多かった。  

しかし，活動の様子を観察してみるとOne－MimuteTalkについては，続けて2回活動するこ  

とや，1回目の経験が生かせることから，実際にやってみると思っていたよりもうまくいった  

生徒が多かったようである。約半数の生徒が1回目の会話を何らかの形で生かして活動できた  

という感想を書いている。初めての活動であったが，すぐにコツをつかんでいる様子が見られ  

た。この活動を毎時間継続していくことで，即興的に話すことに慣れていくのにそれほど時間  

はかかならないだろうと思われる。話す時に気を付けなければならないマナーや，会話を継続  

させるために必要な表現についても，適宜敢えていくことができると考えている。  

一方，図書室を案内する活動は，とても緊張している様子がうかがえた。「難しそう。」とい  

う思いと，初めての相手であることから，このような気持ちになったと思われる。緊張のため，  

活動をうまく進めることができなかったペアも多かったようである。  

この活動を観察してみると，すぐに説明が終わってしまい，新しい説明をその場所で考えて  

行うことはほとんどできなかったようである。説明を継続できずに，すぐに教生の質問に頼i）  

切りになるペアが多かった。質問を通して，新しい話題を提供すると，しばらく話せる生徒が  

多かった。質問に対して，一生懸命に答えようとする姿勢はよく観察できたが，うまく答えの  

表現を見つけ出して，問題を解決できた生徒はあまりなかった。  

“How do you borrow払e books？”といった質問に対しての応答は，理解できない，また  

理解できても，どう答えてよいのかわからないペアがほとんどだった。借り方をよくわかって  

いない生徒もいるだろうし，日本語で説明できても，英語でどう説明すればよいかがわからな  

い生徒が多いと思われる。「話がかみ合っていなかった」「意味がわからないのに返事した」と  
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いう生徒もいた。また，「図書室には何冊本がありますか。」「『スラム。ダンク』以外にどんな  

マンガがありますか。」という質問に対しては，しばらくの沈黙の後，“Idon9七know．”と答  

えたり，沈黙のまま，次の質問を待ったりといった姿が見られた。図書館について詳しい情報  

を知らないことが原因だろうと思われる。最低限の知識は，事前に話し合ったり，調べておい  

たりする必要があった。   

また，生徒は実際に図書室に立って，案内をしているのだが，指さしたり，歩き回って案内  

したりするという動きがとても少ないように感じられた。（1，2のペアにこのような様子が見  

られただけである。）具体的なものを指しながら英語で説明することは，案内して回る  

（ShowingaTOund）ということを意識させれば，生徒はもう少し説明できたのではないかと反  

省している。   

図書室の案内からは離れることになるが，One－Minuteでalkで使った表現（好きな本を尋ね  

るなど）を使い，会話を続けようとする生徒の姿が見られた。感想の中で，ある程鼠沈黙な  

く話すことができたと書いている生徒のほとんどが，このように，図書室の説明以外の話題を  

話していたようである。2人で協力できたというペアの数は少なかったが，このような話題に  

おいての協力であったと思われる。   

図書室の案内は，ほとんどの生徒が難しかった，うまくいかなったという感想を書いている。  

質問の意味を理解できない，最初の質問に答えられても，次の質問でつまずいてしまうという  

結果になったようである。   

交流授業の1時間では，いくつかの部屋についての説明文を共同で考えさせたが，そこで学  

んだことを図書室の説明に生かすまでには至っていなかった。交流授業の直後に，得た知識を  

走者させる活動をし，続けて学校紹介の活動に入るべきであった。実際は時間の余裕がなく，  

事後の授業も9月下旬となってしまい，交流授業で得た知識を十分に生かすことができなかった。  

「うまく協力できなかった」と書いて｝－る生徒が11名おり，一方の生徒に頼りきりになってい  

た場合が多かった。うまく協力できたと書いた生徒は8名おり，「友達が言葉につまったら，  

フォローできた。」「ペアの人とアイコンタクトをしたりして交互に話した。」といった沈黙が生  

まれた時に，どちらかが言葉を発するという協力が多かった。誤った理解をパートナーが指摘  

する，知識の面で相手をカバーする，質問に2人で答えるといった協力はあまり見られなかった。  

（5）交流後の授業（3年生：選択授業）  

監選択授業1時間目（9月6日）選  

① 目標をつかむ（10分う   

まず，指導者がワークシートを配付したあと，生徒に活動のめあて「教生先生に英語で校舎案内をし  

よう」を示した。そのあとで以下の手順について説明した。  

。教生先生は4名。教生先生一人当たりに2ペアの生徒（計4名）がついて案内する。一つの部屋をペ   

アが交互に担当する。  

・教生先生は，自分のクラス配属の先生ではない初対面の方を担当することになる。よって，案内の前   

に，教生先生に名前をたずねることと自己紹介をすることを忘れないようにする。  

。案内をする部屋や場所は，他の授業に迷惑をかけない指定された12箇所とする。  

。教生先生は全く日本語は話さない。また，生徒の説明についてやその他の事項について随時質問をす  
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るので応じること。  

。4グループができるが，それぞれ別々の階から指定されたルートで案内すること。  

。本校の英語科教諭は職員室に待機して，そこで，評価する。  

・案内が終わったら，教生先生と挨拶を交わして別れる。  

・案内は，2時間目に行う。それまでに，名前のたずねかた，自己紹介，紹介する部屋についてのどの   

ように英語で表現するのかをまとめる。   

考察：案内をする対象の教生先生がクラス配属の先生ではないと告げた瞬間に，生徒たちの緊張感  

がグッと高まったように感じられた。本来この活動は，ネイティヴスピーカーで行うのが理想  

であったが残念ながら実現できなかった。しかしながら，できるだけ，ネイティヴスピーカー  

に案内する状況に近づけたかったことから，初対面でかつ日本語を話してくれないという状況  

を設定した。このように英語を使うためのオーセンティック別犬況が，生徒のやる気を引き出  

すのに重要なポイントになると感じた。  

② 案内するための英語をメモ程度にまとめる（40分）   

指導者から今日のめあてと手順を開き終えたあと，与えられた課題について早速どのように表現する  

かを生徒は考えた。40分という壇時間の中で，複数の場所についての英語を考えなければならないので，  

それを見たら英文が言える程度のメモをつくるようにして，以前実施した「職員室」の記述ほどまでは  

取り組まなかった。   

考察：今までの活動を通して，どのような観点で部屋を説明することができるのかが少しずつわ  

かってきたのか，どのペアも40分の中で説明できる準備はできていた。  

監選択授業2時間目（9月6日）遍  

③ 学校を案内する（45分）   

4名の教生先生とは事前に打合せを済ませてあった。ほぼ，生徒に伝えた手順と同じではあったが，  

質問をどの生徒にも偏らないようにして欲しいとお願いした。教生先生には，授業開始と同時に教室に  

入ってもらい，すぐに，生徒と教生先生を引き合わせて活動を開始した。英語科教諭は職員室へ移動し，  

それぞれのペアがやってくるのを待った。この活動は，通常の時間割の中で実施したのでブ 他クラスも  

授業中であった。巡回コースはなるべく，授業の迷惑に  

ならないように選んだが，職員朝礼で趣旨を説明し，職  

員全員に協力を要請しておいた。   

考察：相互に初対面であったので，程よい緊張感が  

あった。クラス配属の教生先生であったら，  

「少しぐらい日本語で話してもいいや」という甘  

えが出たのかもしれないが，それができなかっ  

たと思われる。  

生徒たちは，前の時間に準備したメモを見な  

がら必死に英語で説明を行なった。（写真4）  

メモを手に持つとどうしてもそれを読んでしまい，アイコンタクトが取れない状況になった。  

また，メモしてある情報だけでは話す内容が少なくて，すぐに説明が終わってしまっていた。  

ただ，打合せどおりに教生先生が多くの質問を生徒に投げかけてくれたことが，生徒にとって  

大きな学びの場になったようである。  

ー124－   



予想外の質問に対して，まずほ，正確な理解力が求められる。教生先生が何を聞いているの  

かをしっかりと把握しなければならない。そして，的確に質問に応じなければならない。生徒  

を観察していると，冷汗をかきながら懸命に教生先生の質問を理解し，それに応えようとして  

いた。正確に理解できなくて質問内容を誤解してしまい，見当違いの応答をする場面も見られ  

た。そんなときには，質問を受けていないパートナーの方が理解をしてアドバイスを横から与  

えたり，質問を受けていないペアが助けの手を差し伸べたりすることもあった。このような風  

土づくりが重要であると感じた。  

また，質問に応える際には，流暢に話せる場面はあまり観察できなかったが，言葉を選びな  

がら，慎重に対応していることが見て取れた。言葉が上手く出てこないときにはタ 自然とジャ  

スチャーが大きくなった。そのことで，教生先生に言いたいことが伝わったときに，ジャス  

チャーの重要性をしみじみと感じ取っていたようである。  

④ 活動を振り返る（5分）   

教生先生と挨拶をして別れたあと，今日の活動を中心に，一連の学習についての振り返りをした。   

考察：生徒の振り返りをまとめたのが，p．145の資料4である。これをみると生徒のこの活動に対  

する思いが伝わってくる。「雉しかった」「大変だった」「だめだった」などの気持ちを持った一  

方で，「もっとうまく伝えたい」「いろいろな単語を知りたい」「本当のネイティヴと話してみた  

い」「正しく伝えられるようにしたい」「もっともっと勉強したい」「英語がうまくなりたい！」「次  

の機会に頑張りたい」「力を身につけたい」などと肯定的に感想を結んでいる生徒が多い。こ  

の活動そのものは，実際にネイティヴスピーカーを案内したのではないので厳密には練習の域  

を出たわけではないが，知らない人との触れ合いや英語しか使えない環境が生徒たちには良い  

意味の刺激になったように思われる。  

3．瑠◎2卑生による異学年交流授業  

（1）交流前の授業（1年生：一斉授業）   

自己紹介を書く：7月5日  

・条件1。授業内（20分間）で書き上げる。家には原稿を持って帰らない。  

2。教科書，授業プリント，ビンゴブックを見ても良い。ただし，辞書や参考書は見ない。  

3。先生や友達にわからない表現を開いたり，敢えてもらったりしない。自分で考える。  

4。来；乱発表するための原稿になるので，そのことを考えて書く。ただし，この原稿は持たず  

に暗唱して発表する。  

車2年生との交流授業（自己紹介の練習）を行うまでは，発表の仕方などについては，あえて授業  

では詳しく触れない。  

＊なお，生徒が書いた自己紹介のごく一部をp。150の資料9「自己紹介文を書こう！」に掲載した。  

（2）交流前の授業（2年生：選択授業）  

匿選択授業1時間目（6月26日）ヨ   

2年生選択は，1つを小川が，もう1つを三田が担当しているが，この授業は7月の交流授業に備え，   

ティームティーチングの形で行った。／抑Iが担当する選択授業の生徒が今臥 この交流をすることと   

なった。2年生の一斉授業は三田が担当しているため，両指導者は2年生にとっては，よく知っている   

先生ということになる。  
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① 目標をつかむ   

まず教師が7月10日の交流授業までの流れを説明した。今日の選択授業では4月に行った各クラスで  

の自己紹介のビデオを見て，話し合い，1年生への自己紹介のために自己紹介の原稿を書き直し，練習  

する。7月の交流授業では，小グループに分かれ，お互いの自己紹介を聞き，アドバイスを送り合う活  

動をしていくことを詳しく説明した。   

選択授業では，「自己紹介をよりよいものにしよう」という目標を示し，4月に行った自己紹介をもと  

に1年生により分かりやすい自己紹介をするための作業や練習をしていくこと説明した。   

考察：普段一緒に授業をしたことがない1年生に自己紹介を行うということを話すと生徒にはやは  

り戸惑いや緊張感が感じられた。しかし，一方で1年生に分かりやすく自己紹介をしたいとい  

う生徒，4月に行った自己紹介にもう一度挑戦し，改善するチャンスが与えられたことを喜ぶ  

生徒の様子も見て取ることができた。  

② モデリングをき宅   

次に，指導者2人の自己紹介を聞かせた。Show＆甘ellの形を意識し，2人の小学生時代の写真を示  

しながら，生徒の知らない情報（2人が幼なじみだったこと）を以下のように紹介した。  

OM：Good mornlng，eVeryOne！  

M：Ⅰタm】沌ita監obei．  

0：My nameis Ogawa Masakiyo．  

MこⅠ’m an Englishteacher at Fuzoku3unioT㌍igh School．‡teachthe eighth graders．  

0：‡teach English at FuzokuJunioT High too．Iteach the studentsinthe seventh grade．  

M：‡have tau．ght a七Fuzoku払で払ur years and a b．alf．  

0：Ⅰ’ve taught here払r three and a halfyears．  

M：Ilivedin TeTa・maChiwhenIwas a child．  

0：Ilivedin Tera－maChitoo．My motherlives theTe nOW．Imoved to Nagasaka about  

two yeaI－s agO．  

M：When亘was ali七tle boy，Iwent to SakuragiⅨindergaT七en†  

0：Me too．We went to 七he same kindergaTten．My brotheT 二監oichiro also went to  

Sakura由監indergarten．  

M：監oichiro－kunis one ofmy best f吏iends．We allwent to the same elementary school．  

Ⅰ’llsboⅥr yOu a pic七ure．Thisi＄監oichiro－kun．Ⅵ乃10’s this？Ⅰ七9s me！Thisis Mr．  

Ogawa！  

0：We weTe Students aもIzumino ElementaTy School．  

M：監oicbiro一女un andIare39years old．  

0：‡9m36noⅥ7．  

M：監oichiro・kunlivesin Fukui，doesn9t he？  

0：That’s right．錆elives there withhis wife and son．  

M：When we weTe・elementary schooIstudents，Ioften went to his housein TeTa－maChi．  

0：He and my bTOtheT playedbaseba11．They werein theI冨umino FresheTS．  

M：pid you play baseball，Masakiyo－kun？  

0：No，Ididnサt．監ob．ei－San，yOu Called meMasakiyo・kun？  

－126－   



M：￥es，Masakiyo－kun．￥ou ca11ed me監ohei－San！  

M：Iusuallycal1himMasakiyo－kun，butIcallhimOgawa－SenSeiat school・  

0：Iusually callhim監ohei一組n，b血Icallbim Mi七a－San at SCbool・  

OM：でhank you払rlisもening．   

考察：生徒は指導者2人を知っているので，名前など生徒が既に知っていることを紹介するのは不  

自然だった。生徒の知らないことに焦点をしぼって，この授業でするにふさわしい内容とすべ  

きだった。  

生徒の意見にもあった物や写真などを見せて，1年生に分かりやすく説明する方法を具体的  

に示すことができた。生徒は，指導者の昔の写真に驚き，Show8皿dTellの形式の分かりやす  

さについても再認識していたようである。自分の自己紹介で物を示したり，写真を見せたりす  

る生徒も多くなった。  

ジェスチャーや，大切なところを強く，ゆっくり言う，つづりなどを言うことについては，  

具体的なモデルを示すことができなかった。自己紹介で注意すべき点については③の活動で生  

徒から出てくることになるので，具体的なポイントを黒板などに示してから，指導者のモデリ  

ングを聞かせる必要があった。  

③ 卑月の自己紹介発表ビデオを見て，考ぇよう。   

最初に，4月の自己紹介の発表ビデオを見て，以下の3つの点について自分と友達の自己紹介の良  

かったところ，改善したらよいところを鰍二書き，その後，全体の前で意見を交換させた。   

ア 4月にした自己紹介をよりよいものにしていくためにはどうしたらいいだろう？   

イ 1年生にわかりやすくするにはどうしたらいいだろう？   

ウ1年生の前で，緊張しないためにはどうしたらいいだろう？   

考察：ア 4月にした自己紹介をビデオで振り返ることによって，発表するときの表現の仕方につ  

いては，生徒は細かな点にまで気を付けて，改善点を見つけることができていた。声の大きさ，  

物を見せる，はっきり言う，ジェスチャーをつける，アイコンタクトをする，強弱をつける，  

「ええと」などの日本語を入れない，笑顔，英語らしさ，話題を1つにする，緊張しないなどの  

ポイントがあがっていた。  

イ 自己紹介の内容については，難しい単語を易しく言い換える，知らない単語を使わない，  

1年生が理解できる単語を使う，説明を付け加えるなど，4月に書いた原稿の手直しが必要だ  

という意見が多かった。絵や写真，実物などを使ってわかりやすくする，ゆっくり話す，相手  

の表情を見ながら話すといった発表の仕方の面でも意見が出ていた。  

り 生徒からは，繰り返し練習すること，練習で笑顔・リラックスを心がける，ジェスチャー  

をしながら身体をほぐすなどの意見が出ていた。  

これらの改善すべき点については，生徒から比較的簡単に出てきた。ただし，これらの改善  

点がわかったからと言って，自動的に自己紹介の発表がよくなるかというと，そうでほない。  

聞き手のことを考えた「優しい話し手」をどう育てるかという課題が見えてきた。  

監選択授業2時間日（6月26日）ヨ  

④ 自己紹介の練習   

4月につくった自己紹介の原稿を返却し，③のイで出てきたことをもとに，1年生のための自己紹介  

に書き直す作業をさせた。実際の練習は，③のアで出された改善点を意識しながら，これまでの研究の  
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成果を生かし，個人→ペア→小グループ→全体と聞き手の人数をしだいに増やし，緊張になれるような  

流れを取り入れた。（4月の自己紹介の発表の際にも，この方法で練習を行った。）   

考察：生徒は，2年生用に書いた原稿を1年生に分かる表現に書き直したり，自己紹介の内容をも  

う一度見直し，1年生に合わせたものにしたりしていた。1つのことについて，さらに詳しい  

内容を付け加えて，分かりやすくしたり，ある語を説明するために争教科書にあったⅦもatis  

～？を参考に聞き手に問いかけるような表現を取り入れたりする生徒が見られた。多くの生  

徒が，短時間でこの作業を終えて練習に入っていた。（p。151資料11参月割  

4月の自己紹介ほ，自己紹介の文を書き，それを暗唱し，クラス全体の前で発表する形を  

とった。今回の活動でも，新しい発表原稿をつくった生徒は，早速個人でこの原稿を覚える作  

業を始めた。この「暗唱する」という作業が発表の自然さを邪魔する要素になっているように  

感じた。つまり，覚えた内容を一生懸命に思い出し，再現しようとするがために，発表が不自  

然でぎこちないものになってしまうということである。本来，よく知っている自分のことを発  

表するのであるから，発表する内容は完全に自分のものとなっているはずである。ただ，生徒  

はそれを「英語で話す」ことに抵抗や障害を感じており，「英語を覚える。思い出す」という行  

為に走るものと思われる。生徒は原稿に書いた正確な英語を正確に再生しようと努力している  

ようであるが，多少は正しい英語でなくてもよいから，自然な自己紹介をする方に力点を置い  

て発表をさせることも大切であることも重要であると感じた。頭の中にメモ程度のものを準備  

して，多少，即興的に話すくらいでちょうど良いという思いがした。  

⑤ 振り返り   

今日の活動の振り返りと交流授業を前にしての抱負を書いた。   

考察：今回の授業では，4月のビデオを見て意見を交換すること，友達と練習しながらアドバイス  

を送り合うことの2つの学び合いの場面があった。P。147、148の資料7－1，2「同学年グルー  

プ活動後の評価」からいくつか感想を取り上げてみたい。  

。みんなの考えなどを開いて自分の発表をより良くすることができた。  

・友達のアドバイスで今後，どのようにしたらよいかが分かった。自分の意見と違った意見を聞くこ  

とができた。  

。ほめられて自信を持つことができた。  

。（友達から）少しずつ発音や強調，大きさなどを言ってもらい，改善できるようになった。  

。他の人の発表を見て具体的にどこがよくてどこがだめなのか観察できた。  

。相手のいいところを見つけられたことがよかった。友達の自己紹介でいい文章をメモして使えばよ  

かった。  

生徒は友達と協力して学ぶこのような授業を通して，自信をつけ，自分の発表を見つめ，  

もっとよくしていこうとする気持ちを高めていることが分かる。友達からの励ましを受ける喜  

びはもちろん，アドバイスしてあげることに喜びを感じる生徒もおり，温かい学び合いの場と  

なったようである。  

「異学年交流前の心構え」については，資料7－1，2にまとめた通りであるが，「話し手として  

も聞き手としてもしっかり活動したい。」「先輩としてしっかり1年生にアドバイスをしたい。」  

「1年生からのアドバイスも素直に受入れたい。」といった抱負からは，発表はもちろん，いろ  

いろな点において鼻面削こ活動して，先輩として見本となれるようにしたいという思いが読み  
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取れる。   

この他に，「しっかり目を見て聴く」「相手の言葉をよく開いて」「しっかりと話している人の  

顔を見て聞く」「1年生の話をちゃんと開く」「しっかり真面目に聞く。うなずいたり，反応を  

示す」といった「よい聞き手」としての心構えを書いている生徒が多かった。「1年生に分かり  

やすく話したい」「和やかな雰囲気で授業ができるように気を配る」「優しく相手が傷つかない  

ようにアドバイスする」などと共に下級生に対する優しさが表れたものが目立った。  

（3）交流授業（7月10日）  

授業の流れは，p。146（資料6）の学習指導案を参照していただきたい。   

考察：p。112とp。113に述べた異学年交流のねらいに沿いながら授業を考察し，課題点について述べ  

ていきたい。  

① 上級生がどこまで下級生に関わることができためか？   

2年生が1年生に対してアドバイスをする場面では，多くの生徒がしっかりできたと感じている。  

「アドバイスを取り入れてくれて，『ちゃんと聞いてくれているんだな』と思い，うれしかった。」と喜び  

を感じる生徒もいた。また，「1年生の自己紹介がとても分かりやすくて感心した。」「遵に私の方が1年  

生の自己紹介からいろんなことを学んだ。」と1年生の良さを積極的に認めるアドバイスもあった。   

多くの2年生が1年生からのアドバイスを積極的に受け入れることができた様子も，「1年生のアド  

バイスを受けて自分も上達できた。」「物を見せたことをほめられて，すごいうれしかった。」という感想  

から読み取れた。   

一方，2年生が各グループで雰囲気づくりをしたり，  

司会の役割を果たしたりするといったことはうまくいか  

なかった。授業の初めにグループの雰囲気をよくするア  

イスブレーキング。ゲームが必要であった。また，司会  

としてどのようなことをすればよいかを指導しておくべ  

きであった。この点ほ指導者の準備不足であった。   

p。147～1亜の資料7－1，2を見ると，1年生は2年生  

から良いアドバイスをもらうことができた様子がわかる。  
2年生の発表   

1年生は，2年生へのアドバイスもしっか  

しかしサ1年生から2年生へのアドバイスは，遠慮や緊  

張から思うように言えなかった生徒が多かったようである。  

りと書き込んでいるのだが，実際にはそれをあまり2年生に伝えられなかったようである。  

② 上級生が手本となることができたか？（下級生はどこまで上級生を目標の存在として認識したか？）   

p．149（資料8）に1年生から2年生へのアドバイスをまとめてあるが，1年生が細かなポイントに  

ついて，様々な良い点を見出していることが分かる。「パ←フユタト」「1年生と違った」「さすが2年生」  

「すごかった」「英語が上手！！」「さすが2年生だと思うほどうまかった。」「2年生はやっばり上手でし  

た。」といった言葉からもわかるように，1年生のお手本になる発表を成功させた2年生がほぼ半数あっ  

た。  

1年生のアドバイスの中で，特に目立ったものが，話すスピードが達すぎるという点である。発表の  

様子を観察してみると，上手に英語を話そうと，ある程度のスピードで話すことを意識している生徒が  

多かったようで，話すことを得意とする生徒にこのような指摘を受ける生徒が多かった。2時間目の発  
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表の後でも，「でも，1年生にはまだまだ速く感じられたみたいでした。」という感想もあった。理解を  

確かめながら，相当ゆっくり話さないとわかってくれないり年生もいることが2年生にわかったようで  

ある。しかし，1年生の感想の中には，「2年生は勉強をしてきているから，かまないし，すごく遠い」  

といった感想も見られ，1年生の学力差によるものも多いと思われる。  

声が小さくて聞き取りにくいという指摘も特に2年生  

の男子に目立った。「緊張してしまった。余裕がなかっ  

た。」という2年生の感想もあった。また，2時間目の授  

業でも，その点を改善できておらず，「相手に自分のこと  

をしっかり伝えよう」という思いに至らせることができ  

ていないことが原因であろう。指導者の工夫や研究が不  

足しているところである。   

2年生の感想の中には，「自信をもって発表できた。」  

竪琴ぎ  

モ「恥ずかしがらずに発表できた。」「物を見せる時間が  
1年生の発表  

ゆっくりできた。」といったものもあり，余裕をもって発  

表ができたと感じている生徒が多かった。   

今回の交流授業は，2年生にとっては2時間連続で，同じ内容の授業を1年生の2つのクラスと行っ  

た。p・149の資料8に1年生のアドバイスをまとめてあるが，1時間目と2時間目のアドバイスを比較  

してみると，ほとんどの2年生が問題点を克服したり，上達したりしているのがわかる。2時間目の方  

が落ち着いて活動できたこと，1時間目の活動の経験を生かして活動できていることが原因であろう。  

こうした経験の積み重ねの大切さを思い知らされた。  

③ 整理すべき課題点   

p・120で述べた2。3年生の交流授業から見えてきた課題点を改善すべく今回の交流授業に臨んだ。  

「学びの探まり」については，お互いにアドバイスを送り合うという活動において，①と②で述べたよ  

うな問題点が見えてきた。まだまだ「先輩として大きな手本となる発表を見せ，後輩を指導できる上級  

生を育てる上「後輩があこがれをもてる上級生を育てる」必要があると感じた。  

「生徒の配置」については，今回いすだけを使い，グループのメンバーができるだけ近づけるようにし，  

2年生が隣り同士にならないように工夫をした。  

「班編制のあり方」については，改善の余地があった。今回の授業で2年生の生徒の様子を観察してみ  

ると，グループの中で司会者的な役割をして，班眉をまとめることができる生徒は，自己紹介やアドバ  

イスをする活動も積極的に行う傾向が見て取れた。積極的なコミュニケーションをとれる2年生がいる  

グループとそうではないグループには，班の活動の様子に大きな違いが見られた。どの斑にも，そのよ  

うな生徒を配置する珪編成が必要であった。  

④ 本当のコミュニケーション活動をめざして   

この交流授業は，金沢大学教授 加納幹雄先生に参観していただき，アドバイスをいただいた。既に  

触れたものもあるが，以下にまとめてみたい。   

まず，1。2年生が初めて一緒に授業をする際に必要だったことは，和やかな雰囲気づくりであった。  

授業の冒頭の指導者の自己紹介で，雰囲気づくりをしようと考えていたのだが全く不十分なものであっ  

た。アイスブレーキング。ゲームなどを取り入磨t，疎遠な形式的な雰囲気が引きずられないようにする  

ことば，この授業に必要不可欠なものであった。  
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次に，冒頭の指導者の自己紹介がうまく機能していなかったことが問題であった。1年生にとっては，  

初めて教える指導者が，親しみを込めた自己紹介をできておらず，また1年生が歓迎されていることを  

十分に示せていなかった。初めて出会う1年生に対して自己紹介を行うという必然。自然さを出せる大  

切な場面であったが，これを生かし切ることができていなかった。これから行う自己紹介がうまくいく  

かどうかが掛かった重要な場面であった。   

もう一つは，生徒に話したい。聞きたいという「必然」がうまく示せていなかったという点である。  

今回の授業では，自分のことを知ってもらいたい，相手の自己紹介を聞きたいという気持ちに生徒が  

なっていないまま，授業を進めてしまうことになった。この授業は，知らない者同士が出会う場となっ  

てはいたのだが，双方の中に本当に「伝えたい。知りたい」という気持ちが生まれていたかということ  

を指導者は全く気にしていなかった。   

このようなことが原因となって，本当にコミュニケーションをしているとは言えない喜びのない自己  

紹介＝覚えた英語を一方的に言い放つような自己紹介になってしまった。今回の授業だけではなく，こ  

れまでの授業を振り返ってみても，同じようなコミュニケーション活動しかできていなかったのではな  

いかという思いにさせられた。根本的で大きな問題として，これ以降の授業実践で常に意識していかな  

ければならないことである。  

（4）交流級の授業（1年生：一斉授業）  

① 自己紹介の発表：7月14日，18日  

。条  件1．1人45秒以内を目安とする。  

2．原稿を持たずに暗唱する。  

3．クラス全員に届く声で発表する（教室のどこに座っていても聞こえる声で）。  

。評価項目 1．常に，アイコンタクトをとっているか。  

2．大きな声で，はっきりと言っているか。  

3．なめらかに，詰まらず言えているか。  

4。内容量は十分か。  

。所感と考察：全体的な特徴として，以下の点が挙げられる。   

○声の大きさはほとんどの生徒が充分であった。指導者が教室の一番後ろの端に立っていても，自己  

紹介の聞こえないことはほとんどなかった。普段の授業の様子を見ていても，どの生徒も比較的声  

を出すことにはさほど抵抗がないように思われる。本校の生徒のうち，大多数は小学校の噴から英  

語の授業を受け，英語に慣れ親しんでおり9大勢の前で話す活動においてもあまり抵抗なく英語で  

発表している。去年，附属小学校での授業を参観させていただいたのだが，教師の質問や働きかけ  

に多くの児童が積極的に挙手をし，答えていた。中学校でも このような意欲的，能動的な姿勢を生  

徒が保てるよう，日々の授業を進めていきたい。   

○まだ数はそう多くはないものの，ジェスチャーを積極的に試みる生徒もいた。ただ，評価項目に  

ジェスチャーのことを明記していれば，より多くの生徒が取り組んだかもしれない。また，幾分大  

げさであったり，ぎこちない凍のもあり，聞いている生徒から笑いが起こる場面もあった。せっか  

く意欲的に取り組んだのに，笑われて恥ずかしいと感じた生徒もいたようなので，そのポジティブ  

な姿勢，気持ちがなくなってしまわないように，さらに指導をする必要性を感じた。   

△読みがやや早くなってしまい，聞き取りにくい地名や自分の名前などの発音がいまひとつ不明瞭で  
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あった。完壁に暗唱できるほどの十分な練習をして乗ずに本番に臨んだ生徒は，みんなの前で忘れ   

てしまう状態を避けたくて，早仁‖こなってしまったのかもしれない。  

＊練習期間は土，軋 月の3日間与えたのだが，授業中の練習時間の確保ができなかった。どう練習   

してよいかわからなかった生徒もいたと思われる。  

△話しかけている（聞いてもらおう）というよりは恥ずかしいので早く終わらせたい，という印象を   

受けた生徒が少なからずいた。アイコンタクトにしても，取れていないわけではないのだが，形式   

的なように感じた。そう多くはか－のだが，悪く言えば投げやりな感じを受ける生徒もいた。  

② ALでとのTeamTeachingによる，自己紹介をよりよいものにする4つの基本的なスキルの練習。  

：9月中旬   

車7月の自己紹介の反省から，生徒が比較的できていなかった，もしくは徹底させたいと思われる4  

点を取り上げ，ALTに良い例，悪い例などを示してもらいながらそれぞれの項目について主にペア  

で練習をした。  

・手順  

［1］自己紹介原稿を授業のはじめに返却し，その原稿を元にまずパートナーに向かってペアで自己紹介  

する。   

。まず，何も意識せずにスピーチをしてみる。授業の終わりに自分のスピーチが良くなったかを比  

較するため，あえて「こんなふうにして下さい」といった指示は出さなかった。  

［2］スキル① ReadandI．00k－up（アイコンタクト）を行う。（暗唱できればなお良いことも伝える）   

・Read andI」00kupはアイコンタクトをとることを目的とするひとつの手段である，ということ  

を確認する。   

・できる人は聞き手が聞こえているか，わかっているかを確認する。  

Can you heaT me？ Do you understand what‡mean？など。  

［3］スキル② Readclearly andlou朗y．（はっきりと，大きな声で読むこと。）   

。はっきり，大きな声を出しヤすく，また，相手に開きやすくするために以下の2点を具体的な方  

法として紹介した。  

→・Pu七pauses between sen七ences．（文と文の聞に休止をおくこと）  

→ Don’t read too払st．（速く読みすぎないこと）  

［4］スキル③ Tellyournamemoreea代鮎11y．（名前をもっと注意して言うこと。）  

→ Tellthe spellingofyour name七01isteners．（自分の名前［地名なども］のスペリングを  

聞き手に言おう）  

［5］スキル④ Do some gestures．（簡単なジェスチャーを入れること。）   

1。Ⅰ，My、というときに，自分を指す。  

日本人は自分の鼻を指すことが多いが，そうではなくて自分の胸の辺りを手で指す。  

2予 物の数を言うとき，指を使って指折り数える。   

3。Big，Liも七Ieなどは手や腕を使って表現できる。  

＊alittle ちょっと（親指と人指し指で小さいものをつまむような感じで）   

4．Tennis，g壷tar，pianoなどは簡単に手を動かせる。   

5。王don9七1ike、などの否定表現の場合，言いながら首を横に振る。‡1ike～などの肯定の表現  
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の場合，首を縦に振りながら言う。  

・所感，考察  

○スキル①のRead andI．00kup（アイコンタクト）に関して  

本来，スピーチは暗唱を前提とするのでReadandLook－upはあまり意味がないように思われる   

が，やはりどのクラスにも5～7名位，十分なアイコンタクトが取れていない生徒がいたこともあ   

り，再確認の意味で行った。また，あまりにも基本的な事項なのでこの活動授業の最初に組み入れ   

るかどうか，授業者は躊躇したのだが，実際に行ってみると意外と多くの生徒が「今まであまり意   

識してできていなかった」「アイコンタクトをしっかりとったほうが，ずいぶん印象が良くなること   

が分かった。」という感想を述べていた。  

ただ，このような事実は，普段の教科書のReadingやCommunicativeActivityなどにおいて，教   

科書や授業プリントを見っばなしで顔がなかなか上がらない状況を反映していると思われる。授業   

者としてあらゆる場面において，アイコンタクトをとる意識を生徒に植え付ける作業が不十分で   

あったことを認めざるを得ない。指導者はこのような態度をスピーチの場面だけでなく，常に相手   

に話しかけるときに意識させるように取り組んでいきたいと考えた。 また，前述の“Can you   

heaTme？”や‘‘DoyouunderstandwhatImean？”などは使えている生徒はまだほとんどいな   

いので，今後の授業の中で，積極的な使用を心がけさせたい。  

○スキル②のReadelearly andlotldlyに関して。   

「はっきりと，大きな声で」ということを殊更に「スキルだ」といって取り上げることに多少の違   

和感を覚えながらも，ぜひ徹底させたいことなので，現状での問題点と具体的な方策を考えた。7   

月の自己紹介スピーチの内容が十分に聞き取れない原因として，「読みがやや速い」ことが非常に多   

くの生徒達から挙げられていた。今までの指導では「はっきりと読む」と言っても例を示す程度で，   

具体的な指示を出していなかったので，今回は「文と文の間に休止を置く」ことと「速く読みすぎ   

ない」ことの2つを具体的な目標に掲げ，取り組んでみた。スキル①のRead andLook・Ⅵpにより，   

アイコンタクトを取りながら，文と文の間を空けて，いつもよりゆっくり読むことで，普段より明   

瞭なスピーチになった生徒が増加した。この練習は，パートナーに自分の声がはっきり聞こえたか，   

達すぎなかったかをスピーチ後に確認する作業が不可欠であり，聞こえにくい場合は相手にはっき   

りとそのことを伝えるよう指示をした。実際には「休止を置く」「いつもよりゆっくり言う」ことを   

意識的にさせてみたところ，多くの生徒にとってさほど難しくなかったようでようで，パートナー   

から「速いよ，もう少しゆっくり言って。」「そこ何て言ったのか分からん。」などといった指摘はそ   

う多くなかったように思われる。ただ，今後，文章量が増加したり表現が込み入ってきた場合には   

言い急ぐ場面は大いに予想され，指導の継続と発展が必要である。  

○スキル③のTellyourname morecarefullyに関して  

生徒たちは自分の名前や住んでいる町や市の名前が，正確に伝わりにくいことに気づいていな   

かったので，日本語での会話などで，自分の名前を間遠われた経験がないかをまず聞いてみた。す   

ると予想通り半数近くの生徒が，クラスによっては半数以上の生徒が電話での会話やなどでそのよ   

うな経験をしていた。日本人同士の日本語のコミュニケーションでさえこのよう馴犬況なのだから，   

名前を伝えるのは案外難しいのだという意識を持たせてから，特に固有名詞を明瞭に話すよう指導   

した。ただしそれだけではまだ不十分なことが多く，自分の名前や町の名前などの後にスペリング   

を言うような指導を，以下のような簡単なdial噌ueを用いて指導した。  
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A：My nameis Sa七OSbi．S－A－T－0－S一報－Ⅰ．  

B：Your nameis Satos軋right？  

A：Ves．  

さらに，クラスの中でお互いに名前を言い合っても，もうすでに分かっている場合が多いのでク   

その場で参観していた教育実習生に上記のdialo卯eのBさんの役で生徒と話してもらった。9月   

は多くの教育実習生が実習に来ており，自分のことを知らない人に対して初めて自分の名前や住ん   

でいる町の名前を伝えるという状況が設定できた。生徒たちはスペリングを教えるという単純なこ   

とだけでもその効果があるのだということを実感していた。時間があれば生徒にも是非Bさんの役   

をさせたかったのだができなかった。上記の会話においてはBさんのほうが「あ，聞こえた。だか   

ら自分も聞く人にこんなふうに言ってあげればいいんだ。」という実感を得やすいと思われるので，   

機会を伺いたい。また，聞き取りにくいのは人名や地名だけではないので9今後は上記のような会   

話を発展させて，よく聞き取れなかった文や語に対して“Sayitagain，Please．”“Howdoyou   

spell～？”などと尋ねるような練習も積極的に取り入れていきたいと考えている。  

○スキル④のGes七u陀Sに関して。  

自己紹介という場面において，可能なジェスチャーはそう多くない。また，動作自体も非常に単   

純な，自然に出てくるものが多く，無意識のうちに行っている生徒もいないわけでほない。ただし，   

何の指示も出さないと，直立したままスピーチを淡々と終えてしまう生徒が多いのが現状である。   

そのようなことをALTと話していたところ，「具体的に簡単なジェスチャーを教える。」ことをALT   

が提案してくれたこともあり，どのようなものがあるかをÅもTと考え，実際に例を示してもらうこ   

とにした。それが前述の5つである。どれをとっても難しくなく，生徒たちにとっても，取り組み   

やすいものであったようだ。また日本人が用いるが，日本人以外には通じにくかったり，違う意味   

に取られるジェスチャー（腕で×印を作る［否定の意味にはならないようだ］，手首を曲げながら   

仰ぐように手を横に振る［否定の意味を表したいのだが，ハエや虫を手で追い払っているのかと思   

われる］）や，日本人との方法の遠い（自分を指すときに日本人は自分の鼻の辺りを指すことがある   

が，それはAsk me．ではなく，Ask mynose．である，など。）についても簡単にいくつか説明し   

てもらった。  

日本人はbodylan卯ageを普段はあまり使わか－ので，生徒たちも多少照れながらも楽しそうに   

取り組んでいる姿が印象的だった。また，簡単なジェスチャーをひとつ，スピーチに入れるだけで   

も印象がずいぶん良くなるという感想が多く，「やってみてよかった」「またやってみたい」という   

肯定的な意見が多く聞かれた。今後は教科書のReadi喝やCommunica七iveAc七ivityなど，スピー   

チ以外の場面でもより多くのジェスチャーを積極的に指導していきたい。  

△所感   

このTeamTeachingの授業で行ったことはそう難しくない，基本的なことばかりなのだが，生   

徒の反応，感想から考えると，それらのことは普段の指導で徹底されていない，鍛え切れていない   

と言うことができる。Communieativeな態度を育成するには，その場限りの指導にならないよう   

に，上記のようなスキルの有用性を実感させる場面を授業の中に設定し，その意義を確認しながら   

継続的に取り組んでいくことが重要であると認識させられた。   

なお，本時に使用した授業プリントをp。150の資料10に掲載した。以下はプリント右側の「㊨授   

業を終えて」の，生徒のコメントを抜粋したものである。  
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㊨前向きな意見  

1。Read andI．00k－up，アイコンタクトについて  

。アイコンタクトをしたほうが相手に気持ちが伝わったと思う。外国人と話すときに使いたい。  

・パートナーがしっかりアイコンタクトをしていて良いと思いました。  

。ちゃんとアイコンタクトを取れていて良かった。  

。目で見ることによって印象が残りやすかったし，分かりやすい。  

・アイコンタクトはまだはずかしい’から，慣れていきたい。  

。自己紹介を良くするためのポイントで，アイコンタクトとはっきり，大きな声で読むことは当た   

り前なことだと思ったけど，これがなかなかできませんでした。でも，ちゃんと英語でも自己紹  

介ができるようになりたいです。  

・やっぱりアイコンタクトが最も実際に使えそうだと思いました。目を見るのは簡単だし，聞いて  

くれてると思えるからです。  

・最初よりも分かりやすくなったと思います。相手の自己紹介を見て，自分は，アイコンタクトと  

はっきり大きな声で言うことがまだ下手だと思います。  

2。Read clearly andloudlyについて  

・文と文の閤も取れていて良いと思いました。  

。話しているときにpauseを置いていなかったので，これから使っていくようにする。  

・ゆっくり，はっきりと言う。少し速いと思いました。  

3。甘ellyouゼname mOre Ca陀鮎11yについて  

・私はよく名前を間違えられるので，名前をはっきり言ったり，スペリングを教えることは役に立  

つと思います。  

・少し面倒だけど，分かりにくい単語を言われたときに便利だ。  

。スペルが違うだけで違う人になってしまうので，これからはスペルもちゃんと言おうと思います。  

・自己紹介にここまで工夫する術があるとは思わなかった。本当にスペルを教える方法はいい。  

・名前を間違えるのは失礼だから，こういうふうに言って間違いのないようにしたいと思いました。  

4。G・eStu王－eS について  

・前にやったときに比べてわかりやすくなった。特に，ジェスチャーで分かりやすくなった。  

。平井堅のジェスチャーはしやすかった。（この生徒はIlike鼠enHirai．と書いていたので）ジェ   

スチャーをすると，相手がどんな人か知らなくても，「そういう風に歌う人か…」と分かっていい  

と思う。  

・ジェスチャーのある自己紹介を聞いたら，周りがうるさくて少し聞きづらいときも分かりやす  

かった。顔の表情を見てもだいたい推測できて便利だった。  

・実際には（ちゃんと通じたか）よく分からないけど，ジェスチャーで「（自分の住んでいるところ  

が）あっちの方。」と指さしていたのが良かった。  

・きちんとジェスチャーなどを入れると気持ちが伝わっていいと思いました。これからも使いたい  

と思いました。  

。今までの紹介よりいいものになりました。特にジェスチャーは，やるのは少し恥ずかしいけど，  

見ているほうは見やすい。  

5．2つ以上のことを述べている意見  
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・やはりただ話すよりゆっくり話したり，体を使って分かりやすく話したほうが伝わりがよいと思  

いました。でも，日本人は目を合わさなかったりする人もいるのでそういうアイコンタクトは忘  

れないでいようと思います。  

・Read and互。00恵一upはやるとかなり大変だけど，やってみたほうが相手としてはわかりやすいと  

思う。ジェスチャーも。  

・アイコンタクトやジェスチャーは，相手にされたときに結構うれしかったので，やっぱりかわる  

と思いました。  

6。その他，全般的なことについて  

・最初に紹介した人よりも，最後に紹介した人のほうがすごく開きやすくなっていました。（全部  

で3回パートナーを変えて自己紹介を進めていったので，1人は4八の相手に自己紹介をしたこ  

とになる。）  

。7月よりは何かうまくなった気がします。  

・自己紹介ほ思っていた以上に難しいと実際に感じた。  

。いろんなことを加えることにより，どんどん良くなっていくのが分かりました。道具などを使っ  

ていけばもっとうまくスピーチできると思います。  

・なんとなく分かっていることでも気をつけて意識してやるとあまり意識しないでやったときより  

確実に良くなった。  

・どんどん，スラスラといえるようになっていくので楽しかった。  

。実際にやってみて，前より相手に伝わりやすくなったような気がした。相手の人のも良く聞こえ  

るようになった。  

㊨中にはあまり肯定的ではない意見も聞かれた。  

。楽しい。実用的なようで使わない。  

。みんな，アイコンタクトをしていなかった。  

。あまりこれから使えない気がする。ある程度勉強になった。  

・男子も女子も恥ずかしがって，なかなか大きな声が出てませんでした。  

・毎回やってたら疲れそう。  

（5）交流後の授業（2年生∴選択授業）  

監選択授業1時間目（9月25日）ヨ 自己紹介をしよう！～面接形式で話そう！～  

① 目標をつかむ   

先ず指導者が，これまでの4月：クラスでの自己紹九 7月：1年生への自己紹介に続いて，今日は  

教育実習の先生への自己紹介をすること，1時間目は説明と自己紹介の練習を，2時間目は自己紹介と  

先生の質問に答える活動をすることを告げた。授業の進め方を次のように詳しく説明した。  

1テーブルに対面した教育実習の先生1人に対して自己紹介し，先生からの英語の質問に答える面接   

のような形で，原稿やメモなどは見ないで，自己紹介をする。  

2 先生方に，すぐにアドバイズをもらう。  

3 2回目の順番が回ってくるまで，しばらくアドバイスされたことについて練習する。  

4 前とは違う先生にもう一度自己紹介をし，質問に英語で答え，すぐにアドバイスをもらう。  

5 授業の振り返りをする。  
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今日の自己紹介は，7月の交流授業の課題を受け，次のような目標を生徒に示した。一方的に言い放  

つような発表から，相手を前にして，しっかりと気持ちを込めて話す発表へとレベルアップをめざした  

ものである。  

◎ ただ覚ぇた英語を言うのではな宅，相手の理解を確認しながら，わかりやす電話そう。  

→声の大きさや速さに気をつけて話そう。   

→言語以外のものを使って，工夫しよう。（アイコンタクト，ジェスチャーなど）   

→英語らしく話そう。（強く／弱く読むところ，声の調子の上げ下げ，区切り）   

スピーチを発表する活動で，「ただ覚えた英語を言う」ことは全く無意味であることを話し，将来英語  

がわかる相手に自分のことを紹介する時，笑顔や優しい気持ちをもって「相手の理解を確認しながら，  

わかりやすく」話せるように今までの自己紹介からレベルアップしていこうと呼びかけた。   

続いて「相手の理解を確認しながら，わかりやすく」話すためには，①アイコンタクト，②間（ポー  

ズ），③スピード（ゆっくり目），④声の大きさ，⑤英語らしさ，⑥理解を確認する英語（Do you  

understandwhatImean？，Canyouhearme？など）を大切にしなければならないと説明した。さ  

らに，ジェスチャーを使ったり，名前の綴りを言ったりするなど具体的な行為によって「わかりやすく」  

なることを確認した。   

最後に具体的なジェスチャーの練習をした。①自分のことを言う時に手で自分をさす，②数字を指で  

示す，③大・小（例えば兄，妹）などを示す，④否定の意味を顔の表情でも伝える，⑤スポーツなどを  

簡単な動きで表すといったジェスチャーについて，1つ1つ指導者がやって見せ，全員で練習した。前  

述したとおり，これらは，同時期らこ行われた1年生の授業でも具体的に話したり，練習したりした。  

② 自己紹介の練習   

次に，自己紹介の締習に入った。生徒は，7月につくった1年生への自己紹介の原稿を持っているが，  

先程示した目標に従って，その原稿は使わず，またできるだけ「暗唱」をすることにとらわれないよう  

にして，自分で決めただいたいの内容に沿って話すように促した。生徒は，最初のうちは自己紹介原稿  

を見ていたが，繰り返し練習してきた内容でもあるので，次第に原稿に頼らずに，練習活動をしていた。  

E選択授業2時間目（9月25日）選  

③ 自己紹介をし，質問に答ぇる活動   

自己紹介の活動の前に，具体的な進め方を以下のように説明した。  

1部屋の前の廊下で，練習しながら自分の順番を待つ。  

2 テーブルが4つ用意してあり，1回に4人が別々の先生に面接を受ける形式で自己紹介をする。  

3 自己紹介後，先生の質問に英語で答える。（2分）  

4 先生のアドバイスを聞き，プリントにメモをする。（2分）  

5 廊下で，2回目の自己紹介に向け練習をする。  

6 1回目の自己紹介が全員終わったら，1回目と同じように2回目の自己紹介をする。  

7 授業の振り返りをする。   

自己紹介の際，生徒は自分の担当している教生には自己紹介しないようにした。従って，よく知らな  

い教生2人に自己紹介をしなければならない状況をつくりだした。教育実習生には，事前に以下のこと  

をお願いしておいた。  

1最初に撞手を求め，簡単なあいさつの後，名前を英語で紹介する。この時の声の大きさや，親密感  
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が生徒の自己紹介にも影響を与えるようである。明るい表情と声を心がける。生徒の自己紹介を楽し   

む。  

2 生徒の顔を見て，うなずいたり，笑ったりしながら，聞き手としてリラックスして自己紹介を楽し   

んでいるという反応を返す。  

3 質問は，自己紹介の途中でせずに，スピーチの終わった後にまとめてする。最初は，スピーチの内   

容について詳しく聞きたい点（例：兄弟の話題→兄弟は何人？ 何歳？ 名前は？など）について，   

続いて質問例を参考に時間いっぱい質問する。  

4 自己紹介の終わった後，質問をする。返答に村し，さらに質問する形も入れる。  

5 質問の終わった後，「自己紹介」場面と「質問応答」場面のコメント（良かった点，悪かった点とア   

ドバイス：実際にやって見せてもよい。）をする。2回目に向けて練習するポイントなどを示す。  

1回目の質問は，自分のこと（趣味，部活動，学習，生年月日，名前など）を，2回目の質問は，身  

の回りのこと（友達，家族，ペット，先生，住所，住んでいる町，夏休み，行ったことがある場所など）  

を質問するようにお願いし，質問例もプリントにして渡した。   

上に示した教生へのお願いは，教生に「よい聞き手」になってもらい，生徒が「よい話し手」となる  

ことを支援することを意図したものである。  

④ 振り返り   

最後に，自己評価を以下のように行った。  

A：しっかりできた  B：だいたいできた  C：あまりできなかった  D：できなかった   

また，次の2点について記述の自己評価を行った。結果は，p。152の資料12にまとめた通りである。  

1 今日の授業では，教生の先生のアドバイスを聞いて自分の自己紹介に生かすことができましたか。   

できなかった場合は，どうしてできなかったのかも振り返って，書きましょう。  

2 今日の授業を振り返って，自分の自己紹介の良くなったところはどんなところですか。また，うま   

くいかなかったところはどんなところですか。うまくいかなかったところについては，その原因も振   

り返って書きましょう。   

考察：「ただ覚えた英語を言うのではなく，相手の理解を確認しながら，わかりやすく話そう。」に  

ついての自己評価の結果は，A7名，B4名であった。この授業では，目標に近づけた生徒が  

多かった。この姿勢を10月から一斉授業の中で始める「1分間トーク」によって，継続・発展  

させたいと考えている。  

自己紹介の場面では，ジェスチャーを使う様子がよく見られただけでなく，質問に答える場  

面でも，ジェスチャーを使う生徒が見られた。DoyouunderstandwhatImean？を使う機  

会はなかったようだが，Ⅰ馳eDate王むmiko．Doyouknowber？という聞き手への質問が  

とても自然に出ていた生徒がいた。相手に問いかける姿勢と余裕（聞き手を大切にする優しさ）  

が見て取れた。ジェスチャーなどを具体的に教え，練習させることばこれまでほとんどやって  
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こなかったが，生徒が練習したジェスチャーを使っている様子を見て，練習することの大切さ  

を知った。一斉授業では，毎回の1分間トークでジェスチャーの練習にも力を入れていきたい  

と考えている。   

これまでクラス全体の前でのスピーチ活動でも，言葉に詰まった時には∴Well‖．Let me  

see…などの表現を使うように促してきたが，今回の授業のような質問に答える活動の中で生  

徒も初めて自然にこれらの表現を使うことができたようである。   

依然として，覚えた自己紹介を言い放つだけになってしまう生徒，「原稿に書いたこと」を思  

い出しながら話そうする生徒もいた。原稿に書いたことを思い出そうとすると，アイコンタク  

トができずに，よそを見てしまうという傾向が見て取れた。また，正しい英語で言わなくては  

…という思いが一番になり，聞き手を大事にするという目標に近づけない生徒もいた。   

一方「ああ，もうスピーチ原稿に頼らずに，自分のことを気軽に話せばいいんだ。」という境  

地に至る生徒も観察できた。   

今回の活動では，教生に「良い聞き手」になってもらい，話しやすい雰囲気をつくってもらっ  

た。生徒に，今回の教生と同じような立場に立たせたり，よい聞き手になるための訓練をした  

りすることを通して，「よい聞き手」になることがお互いのコミュニケーションを円滑にする上  

で大事なことであると気付かせたい。また，良い聞き手を育てることは，どんなことを話して  

も決して馬鹿にされないというクラスの雰囲気を育てることにもなると考えられる。クラスの  

みんなで学んでいこうとする「学びの交流」ができるクラスの風土づくりも毎回の授業で意識  

していかなければならない。あいさつができない，あいさつの声が小さい，発言の声が小さく  

クラスの仲間に聞こえていないといったことも「学びの交流」ができていない証拠であり，大  

きな問題である。まず，相手の気持ちを考える優しい思いや雰囲気を普段から育て，そういっ  

た問題を解決していくことが大切なのかもしれないと気付かされた。  

4。おわら＝こ（今後の課題）   

昨年度の本校の研究では問題解決力を取り扱った。英語科でほ，3年生で行うSmallTalkを中学校で  

の最終的な目標として，各学年で取り組んだ。2年生では，Pa柑pbぞaSeする力を身につける活動を，1年  

生では「沢山の表現を身につける。経験を積み重ねる。」の2つを意識した活動を行ってきた。   

今年度の3年生選択と2年生の交流授業では，「学校紹介」の活動を試みた。これは，ある部屋について，  

様々な表現を使って説明するParaphぞaSeする力を養う活動である。説明する文のアイディアを日本語で  

話し合い9 3年生が中心となって英語でまとめるグループが多く見られた。これは，相手にとっては未知  

の日本の文化や考え方，具体的な物などを説明する際に必要な力の基礎を養うことにつながってくと考え  

た。   

2年生選択と1年生の交流授業では，「自己紹介」の活動を試みた。お互いが自己紹介を発表し合い，日  

本語でアドバイスを送り合うという学び合いを通して，アドバイスを受けながら，自己紹介を何度も繰り  

返し，経験を積み重ねるという活動である。良く知っている自分のことを相手に分かりやすく説明すると  

いう活動は，どちらかと言うと，表現方法，スピーチの仕方に焦点を当てた活動となった。聞き手を1年  

生，2年生，教生と替え，聞き手の年齢や立場に合わせて，話す内容や話し方を変えることを学習してき  

た。   

2年生と1年生の交流授業を通して，まだまだ聞き手の存在を意識していない話し方をする生徒が見ら  
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れることが分かり，学校の本来あるべき「学び合う」姿から遠く離れた生徒たちの姿にも気付かされるこ  

ととなった。コミュニケーションの中の「相手のことを理解する」行為には，「相手の英語を正しく理解す  

る」ということの他に，「心的に理解する」という人間的で暖かな理解があるのと同様に，「表現する」行  

為の中にも，「英語を正しく表現する」部分と，「人間的に，暖かく表現する」部分があることに気付かさ  

れた。この2つの表現を大切にすることが，生き生きと話す生徒を育成することにつながっていくことが  

分かってきた。   

今後は，上で述べた課題を意識して，毎日の授業での実践を積み重ねていかなければならないと考える。  

具体的には，特に，以下の点を授業で意識していきたい。  

1毎日の学校生活において良好な人間関係を築かせ，維持していく。  

2 毎回の授業において，誰も遠慮することなく発言し，それらを受容していくことができる「授業風土」   

をつくりだし，維持していく。  

3 アイコンタクト，ジェスチャーなど，言語以外のコミュニケーションの手段が必要となる場面を授業   

の中で意図的に，多く設定し，継続的に評価していく。  

4 聞く態度とともに，相手の言っていることなどが分からなかったときに「分からない」とはっきり伝   

えることや，分からないままにせずに聞き返すなど，「コミュニケーションの不成立を放置しない態度」   

を育成する。  

5「相手のことを思いやって聞く態度」とともに，「相手のことを思いやって話す態度」を育成する。  

6 交流授業に向けての準備，必要な表現や語彙の先取り指導を，学習者の負担にならないように配慮し   

ながら行っていく。  
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異学年交流学習活動 自己評価 一覧表  

同学年グループ活動後の評価   異学牢交流前の心構え   異学牢交流彼の自己評価（3年）   異学牢交流の自己評価（2年）   

gAさん】   ・今まで結免輩の人たちと一緒の援寮をしたことがあまりなかった   
しっかりと教えてあげる。積極的に活勒に  なかなかうちとけて話すことができなかった    友達のもめを見ていると自分にはないアイ    のでiできてよかった。学年が違いアイディアもちがったので，や   

ディアがたくさんあっておどろいた。一つのこ  加わる。相手の意見もしっかりときく。   けど．英語で督薬室を紹介する時に．二年生  ってよかったと思う。（00）   
とについて説明するのは中々産しいけど．英  がたくさんのアイ子げを出してくれたのは，う  ・2年全員が交代で．日本語一英抒を聞きました。4の所では自分   
浄力がつきそう。  れしかった。つづりなども，もっと開いてもらえ  たちでやってしまって3年生とのコミュニケーションをとれなかった  

たら教え（ら）れたので．ぜひ，もっと三年生に  のが反省点です。他の学卒とやるとエミュニケーションの璧がある  
許しをしてもちいたかった。   ということが分かり，まだまだ英語で結すという恥ずかしさがあると  

指さん】   あらためて実感しました。（00）  

2年生が臼っていたら助けてあげたり，しっ  英語で初めて他の学年と交流してうまくでき  最後に自分の考えた文を番いて帰朝交換    ・先輩とあまりはなすことができなかった。先輩だけで進めていると   
ができて，自分にはないアイディアがあってと  かりと授業を開いて，その姿を二年生に見せ  なかった点もあるけど‥∵経験になりましたや他  きと．2年生だけで進めていることがあった。最初の自己紹介から   
ても良かった。   る。   の学年の人の考え方にもふれてとても感心  はずかしがらずにしやべれたらよかった。（00）  

（関心）の持てる投薬だったと思いました。  ・できました。説明のところは2年生がしたので文法とかあっている  
か不安だっねナどできた。部屋の青い方を敢えてもらいました。  

（00）  

・できた。4番はほぼ2年生が中心になって考えた。1番はほとん  
ど分からなかったから敢えてもらえてよかった。これまで習った文  
奪の作り方を使えて楽しかった。3年生との授業は初めてだった  
けど．みんな普通の時より静かで集中できたし，結構沢山意見を  
音うことができた。（00）   

Ecさん】   ・先輩からいろいろ教わることができた。アイディアを発妥すること   
1年多く実害吾を勉強しているから知っている  この前の練習の時と同じで，あまり日本語の    日本語で説明するだけでもあまり思いっか    ができなかったのは．あまりアイディアが浮かばなかったから。楽   

なかった。他の人からたくさんの良いアイディ  ことをたくさん教えたい。ただ教えるだけでは  文が思いつきませんでした。聞いたり，開かれ  しかった。（（⊃○）   

アがもらえて．すごく力になった！ll   なく，一緒に考えたりできるといいと思う。  たり・‥という感じで一緒に勉強できたので良か  －3年生の人達といっしよにすることで．より英語が良く分かりまし  
ったと思います。あまり意見も首えなくて．とて  た。（00）  

も頼りなかったと思うけど，楽しかったです。  ・鋭明などをしっかり聞いたりすることはできたと思う。自分の意見  

どDさん】   はあまり伝えることができなかった。理由：先輩達ができていてひ  
ハキハキとしやべる。分からないところは教  思っていた以上に．初対面の子と活すのは  教室名を英語で箇ったり，番いたりする拉    つiまってくれていたから任せきりだった。先輩達の教え方が分かり   

会がなかったので楽しかった。敬重を鋭明す  えてあげられる位，余裕を持つ。あいさつをし  大変でした。英語だから特に。この約【も2人  やすかったです。（00）   
ると宮っても，何を箇こうか分からなかったりし  っかりして，カツコ良く。知っている単語や文  で考えたので（同学年の子だし・‥）．2人がわ  ・先輩のアイディアとかで．4審とかはたくさんできたし．自分の意   
七自分はまだまだだと思った。皆，自分と同  法は多いのだから敢えてあげれるようにする。  かればそのまま使えたけど．今別も7人と多  見は．言うことができたけれど，あんまり英語に訳せなかったので   

じ時間でたくさんのことを考えていて．どれも  い人数で∴文法も自分より習ってない子なの  もっと英語を使えるようになったらいいと思いました。でも，4番と   

習った単語や文法で分かりやすくなってい  で，どんな風に表現するのかわからなかった。  かでもいつもより沢山意見を言うことができて良かったです。（○   

て，すごいと思った。  0）  
・先輩たちは私たち以上に表現方法を知っていた。だから，私は  
「このように（4のこと）税明すれば言いのだなあ。」と思った。9月の  

英語で学校紹介も今日教わったことを参考にしていきたい。先登  
たちが教えてくれた以外にも表現方法があると思うので．夏休み  
に研究したいと思う。（00）   

できてよかった。職員室についての英文は日  
本譜の文章があまり思いつかなくて因った。  
でも，英語は意外と知っている単語でできた  
のでよかった。友達がいることで自分が思い  
つかなかった表現方法を知ることができ∴友  を出してくれて助かった。   かできたと思う。その指示を聞いて私たちも意見を言い合ったりで   

だちとするのはいいなと思った。  きたのでうまくいったと思う。自分からはあまり発言しなかったけ  

【Fさん】   ど、先輩や2年の人の話や考キを㈲くことはした。（00）  

に直すのが難しかったです。でも．お互いに  えてあげられたらいいです。  
辞審を活用して調べていったら分からない単  
育とかも見つけることができました。次回の2  
年生との活励もがんばりたいです．  

【Gさんl   
・舞輩は辞審（電子）を持っていたので，借りた和英時点はあまり   

会話がとぎれないようにリードしていきた  生徒玄関を紹介するのはとても覆しかっ    立ず，職員室を日本語で表現するのが臆し    使いませんでした。先輩たちは英語ベラベラで，聞いていてすご   
かった。当たり前のことすぎて何と言っていい  い。3年生すごい，と思われるように行動した  た。日本語でもあまり思いうかばなかったけ  いなあと思いました。自分のアイディアは言ったけど，取り入れて   

かわからないことがたくさんあった。”夏ほ涼し  い。   ど．2年生がアイディアを出してくれて良かっ  もらえたのはわずかでした。（00）   

くて冬は暖かい”と番いた人がいたけど．その  た．3年生だけでやってしまったようなところが  ・みんなで単語を調べたりすることができた。聞いていたけれどよ   

部屋にある物だけを紹介するのではなく．そ  あったので．もう少し相鉄しながらうまくやれた  く分かんない単語がたくさん出て来てよく分かんなかったけれど．   

んな視点もいいなと思った。  ら良かった。   自分もあれくらい話せたらいいなぁと思いました。自分のアイデイ  

【Hさん】   
アは思いつかなかったので言いませんでした。今度はしっかり言  

質問をされたら答えることができ，1年分多  時間も限られているため．なかなか多くのこ  部屋（級良基）の説明をするとも何を説明    いたいです。（00）   
すれば長いのか．あまりうかびませんでした。  くの鬼蘭をもっていることをi穿かして教えられ  とを教えたり．相談したりなどはできなかったの  ・先輩たちの活しがわかった。わかりやすかった。（00）   

説明する匿しさをとても実感しました。また．  で．孜念でした。学年の壁を超えた投其の墳  

思いついた説明の文を何とか英語にしようと  合ほ．上の学年が積極的に考え，それを下の  

することを心がけました。他の班でlも結構多  学年に伝えてあげることが大切だと思いまし  
くの英文を奮いていたので．その発想をかり  た。あまりこういった機会がないので良い体験  

て自分の知識に続けたいと思います。   だったと思います。2年生の考え方なども知れ  
て良かったです。   

資料3－1  

■143－   



・できたと思う。先輩たちが、色々と意味とか教えて〈れて色々勉   
二年生のわからないところがあったら，教え  自分たち（3年生）だけで，話しを進めてしま    この学校にあるいろいろな卸屋の英洛名や    強になりました。（00）   

パントリーの由来を知ることができ，すごく楽し  てあげれるとこるは教えてあげようと思いま  ったような気がする。でも∴石こう像の薬や晋  ・で書たと思います。しっかりとグループとしてのまとまりを持つこと   
かった。今日，学んだいろいろな教室名を使  す。でも，もし二人とも分からないことがあれ  楽室のとなりにあるという寮は2年生からもらう  ができていた。（00）   

って，外国人相手でも．この学校をわかりや  ぱ，お互い学んで，学びを深めたいです。ま  ことができたので，まあまあの交流授未だった  ・できたと思う。先輩達は、見たらすぐに文にすることができて、す   
すく敬えれたらいいなあと思う。   た．やはり，先粟として．少しは二年生より知  と思う。また．先登らしくいろいろ育ってあげた  ごいと思った。たくさん語句や熟語（みたいなの）を知っていて驚  

浄がないと恥ずかしいので．それまできちんと  り，敢えてあげたりすることがあまりなかったた  きましたセ（00）  
勉強しておこうと思います。   め，少し恥ずかしかったや   ・全体的にできたと思います。アイディアも言えたし、説明も分かり  

やすかったです。（00）   
2年生よりも1年分多く勉強しているので，2  私たちとは違う目線からのアイディアをたく  自分の考えにプラスしてノヾ－トナーの考    牒儲がとてもやさしくて、私達が日本語で言った意見を英繕に   

えも付け加えていくと，納得のい〈文革ができ  年生にできるだけ敢えてあげれる様にしたい  さん出してくれて，紹介の文を多く番くことがで  訳してくれたり、辞審で調べてくれたり、分からない単語を教えて   
て，お互い協力して活動ができたと思いま  です。rさすが3年生！＝と思われる緩な憶  き慈した。今日は．敬える側のの立場としての  くれたりし生した。私も来年はこんな先輩になりたいです。先輩の   
す。また．1人で考えるよりも，2人の方が次々  慶℡行動をしたいと思います！！緊張せず，  方がもちろん多くて．緊熟ましませんでした  アイディアは、なるほど～‖と思うようなものばかりだったので、－   

と安現がで普て，そういった部分でも，英語の  辟極的に話しかけていきます！！   が，すごく新鮮な感じで．とても楽しめました。  生鮮食間きました。日本語が混ぎっているけれども、一応倉見も   

勉強になったと思います。文革豪商むことより  また異学年交流をしたいです。もっと少人数  言えて、充裏した良い時間になりました。英語はこれからも頑張っ   
の方が∴お互いに意見を出しあえたかな？と  
思います。   

・先輩たちは分からない単語なども調云てくれて，よかったです！   
2年生にも分かりやすいようにていねいに  自分がわかつている単語や文法を二年生    学攻の色々な部屋を英苫吾で言えるようにな    自己紹介はあまり上手くできませんでした。突然そういうことをしな   

った。掬べてみると意外と日本菌をそのまま  結っきり給す。粂申して取り組む。   に伝えるのは，とても苦労しましたやでも．部屋  ければならなくなっても焦らずできるといいと思います。（00）   
英語にすればよい単語が多かった匂00君と  の紹介の文を自分で作って二年生に教えると  ・自己紹介の時とか急だったし，なかなか普えなっかたです。この   
蹄一杯考えて，職員室の鋭明文をつくってみ  よく納得してくれたので．よかったと思います。  プリントをするときは先輩たちを中心に上手くやれたと思います。   
たけど，他のグループの人達は．僕達が思い  職員室の発表の文札あまりよくわからなか  英語をいろいろ言っていたしすごいと思いました。こんな風に英   
浮かばなかった文をたくさん番いていてとても  ったらしく，もう少し大きな声で話し，単語や意  倖を話すのは窪しいだろうなと思いましたや（00）   
参考になったし．自分逮の文にも加えた。発  味などをくわしく教えてあげられたらよかった  ・自己紹介やUHowdoyou5peu～？”という言葉を通して上手くう   

老はちやんと相手に伝えられるように努力した  です。   ちとけることができたと思います。また，先輩ほ淡々と文をすぐに   
いです。  考えてすごいなと思いました。（00）  

虹さん】   ・先覚と共に理科室のことについてしっかり考えることができてよ  
しっかりとあいさつして，最中してとりくむ．  だいたいのことは今まで使ってきた英語を  今までなちったことで自分たちの表現したこ    かった。また，自分の倉見とかもきいてくれたりしてうれしかったで   

とが表現できたのがおどろきました。  つかって表現することができました．単語など  す。（00）  
でつまずく点もあったけどうまくいったと思いま  ・はじめR，少したじたじでしたが．最後の方は話せるようになりま  

す。大きな声で英語を喋るということは大切だ  した。先輩は僕たちと遮って，いろいろな単語，文法を知っていて  
と今日この時聞でわかりました。   すごかったです。自分の意見も伝えられたし，臆くこともできまし  

た。いい英語になったと思います。（00）   

・1番がなかなか聞けなくて，聞けなかった部分もあった。自分の   
前の時間に2年生との交流授菜になること  

か調べてみると．知らない単語ばかりで．身の  をもっと深く考えておけば良かったと思いまし  かったです。（00）   
まわりにあるように感じません。  た∴思ったとおりに言葉が出てこなくて大変で  ・1をうめるために先輩に質開しようとしたけど、なかなか聞けなか  

した。短い時間なので．いろいろな短文と短文  った。ち上つと話しづらかったので、自分の二認見を先輩に伝えるこ  
をつなぐ普茶をとかを調べておけばよかった  とができなかったので、残念です。（00）  
です。次にこのような機会のときがあるときは  ・もっと積極的に開けばよかった。ちょっと聞き取りにくかった。  

しそうだ思った。（OC〉）   
挨拶をしっかりとする。騒がない。   もう少し発言して欲しいと思いました（2年）。   

し．知識を合わせて協力することでいい文を  時間が短くて，緊張したので．活動しづらかっ  圃気が違った。でも、3年生の言っていることは、しっかりと聞くこと   
作れたと思いました。  たけど，いろいろ交流できたので楽しかったで  ができたし、書き取ることもできたので良かったです。英語で学校  

のことを説明するのは社しかったから、あまり自分で意見を言うこ  
とができませんでした。（00）  
・なかなか聞き取れなくて、3年生の人に何度も聞き直したりして、  
とまどったところもあったけど、やさしい3年生だったので、とても  

・あまりみんなで露見の出し合いはできなかったような寛がする。   

かったです。話し合いのとこちーもあまりうまく  経験を生かして，私も下級生に優しく接することができればいい   
んなアイディアもあるな」という文がたくさんあ  できなかったように思います。（2年生は2年  なあと思いました。（00）   
った。みんなで知慮を出し合ったら，とても良  生，3年生は3年生で進んでいた。）もう少し稲  ・先登や友人の説明とか，しっかり耳を頗けることができたらと思   
いものになると思う。  棒的に話し合おうとすればよかったな－と思  う。で軋自分の意見とかあんまり言わなかったから．次からはちや  

いました。   んと言おうと思う。（00）  
‡pさん】   ・先聾，友人の意見を開いたり，伝えることはできた。1レベル上の  

私は2年生よりもーつ年上だけれど．まだま  2年生といっしよにやる前は授某が姦しみだ  パートナーといっし上に案内文を審くことに    英漕が体験できたと思います。（00） 
より，自分では気づかないことに気づいたりで  だ．英語も上手ではありません。もしかしたら，  なあと思っていました。しかし」実際にいっしよ  ・先鼠友人の話しは聞けたけど，2・3年で照れがあり，少しつな   
きて，よかったです。一人で文を考えたりする  2年生が知っているのに私が知らないこともあ  に勉強して．どう接すればよいかわからなくな  がらなかった。でも，上の人の話しを聞くことで．ためになることも   
と．自分のアイディアしかはいらないので，園  るかもしれません。だから．鹿毛監だから敢えて  り．とても困りました。1つ年上だから，自分が  あった。（00）   
い文になってしまうのだけどノマートナーと組  あげるというよりも2年生といっし上に学ぶとい  一番がんばらなければならないのに，緊張し   
んでやったり，他の．しが作った文をみたりし  う・fメージでこの7月6日の綬某を受けれたら  てしまい，いっしよに考えるときも2年生を困ら   
て，アイディアをたくさん増やすことができ自  いいなあと思います。でも，恥ずかしい思いを  せてしまいました。この交流でとても勉強にな   

分の知識をさらにパワーアップさせることがで  りました。この機会をこれからに生かしたいで  
きました。これからの授兼でも．自分一人で考  す．   
えることも大事だけれどせっかく集団で生活し  
ているのだから粂団でしか学べないことを大  
切にしたいと思いました。   
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異学年交流学習活動 自己評価 一覧表（1時間目：1年3組）  

◎今日の授莫を振り返って．1・2年生とうまく活動できましたか。具体的には，1・2年生のアドバイスをしっかりと聞くことができましたか。また．自分で1・2年生にアトバイスをするこ  
とができましたれできなかった人は．なぜできなかったかについても振り返って審きましょう。  
⑥今日の投薬を振り返って．自分の自己紹介スピーチで改醤できたところはどんなところですか。また．故習できなかったところは．どんなところですか。改善できなかった点については．なぜ  
改箸できなかったかについても振り返って審きましよう。   
同学年グループ  
活動後の評価   心構え   異学牢交流後の自己絆価（2年）   ③異学牢交流後の自己評価（1年）   ◎異学卒交流後の自己評価（1年）   

（D自分がした自己  （少今回学んだこと  （1時間目）   ・すごく良いアド／くイスを受けたので．きちんと気  ・声を大きくし，はっきり言うことに気をつ   
紹介をビデオで見  を生かして発表し  Q）しっかり聞いて，よかったところ．悪かったところを  をつけなければいけないなあと思いました。   けました。ジェスチャーはつけていないの   
ることができて．  たいです。1年生  1年生に敢えてあげることができた。   ・アドバイスをしっかり開くことができた。先輩に  で．がんばってつけようと思います．   
自分のよかった点  のためになるアド  ◎声が大きくなったのでよかった。もっとジェスチャー  は遠慮してアドバイスができなかった。1年生には  ・声が小さいといわれたから．そこを改善で   
や悪かった点を見  バイスができたら  やアイコンタクトをするべきだった。途中，首うことを  まあまあできたと思う。   きるように努力したい。時間がなかったか   
つけることができ  いいなと思いま  わすれてしまったりしたので，アイコンタクトをする余  ・2年生ならではの質問や意見が出てきたので，英  ら．改善の按習ができなかった。   
ました。みんなの  す。   裕がなかった。   語の文法のことで勉鰍こなること．が多々あったの  ・英語で誤りを直すことはできたのだけれど   
倉見も開けたの  （2時間目：1年4組）   でとてもいい活動になったと思います。   もふらふらするというのは自分の行動で支   
で，これから参考  ③1年生のみんなに良かった点，悪かった点を敢えてあ  ・活動的にうまくできたと思うし，アドバイスもし  故に出てしまうのでなかなか直せない。   
にしたいと思いま  げることができた。1年生からもアドバイスを受けて．  っかり開くことができ．気をつけたらよいことがわ  ・声の大きさや．話すときのスピードが改善   
す。  自分のスピーチの仕方も上達したと思います。   かった。でも，アド′くイスすることは少しできず．  できた。はっきり話すことができず．だめだ  

伍〉声の大きさを改筈できた。アイコンタクトもちやんと  ちょっと遠慮していたからだと思う。   った。  
できたので．よかった，次にするときは，ジェスチャー  ・先輩へのアドバイスは時間がなくてできなかった  ・今日は少し遅い席の人にーもう少し大きな  
もできるといいと思います。   けど．1年生へのアド′くイスは良かった点も含めて  

①前の発表の時よ  ¢）はっきり発表す  （1時間目）   することができました。班の人からのアドバイス   
りも大きな声では  は．2回目の発表のときに生かせたのでよかったで  
っきりと発表でき  す。   
た。前の原稿より  （2時間目：1年4組）  
も今日番いた原稿  ③できた。  
の方が長くなっ  （彰声の大きさを改善できなかった。ロを大きく開けた  
た。   ら．痛いから。  
①みんなの考えな  ②1年生と触れあ  （1時間日）   ・何か，アドバイスを言ったりする時間というの  ・完璧にはできなかった。声の大きさやはっ   
どを聞いて自分の  うのは部活動など  ③思っていたよりもみんな自己紹介が上手だったので，  があまり取れなかった。それは，1年生がちょっと  きりという点では安定していたが．まだ覚え   
発表をより良くす  の限られた空間と  アドバイスは1人につき1つか2つぐらいで，逆に私の  緊張してしまってがちがちで．言いたいことが宮  きれていなかったりアイコンタクトがしっ   
ることができた。  時間だけなので．  方が1年生の自己紹介からいろいろなことを学びまL  えなかったからだと思う。   かりできていなかったので，そこを改善した   
また 小グループ  今回の活勤で1年  た。   ・今日2年生と投薬をしてみてさすが2年生だと  い。   
での発表で．本番  生と2年生が触れ  ④スピードを達すぎず，聞き取りやすい速さで発表でき  思うほどうまかった。それに自分でも気づかなか  ・アイコンタクトをしていなかったのをでき   
の形で発表するこ  あうきっかけをつ  るようになった。アイコンタクトもだいぶできるように  った．直したほうがいい点を言ってくれたので．  るようになった。それにl文抜かしていた文   
とにより▲ 新たな  くれたらいいなと  なった。でも．やっぱり1年生の前だと緊張してしまっ  ほかの学年と授策をして良かったと思うし，うま  も綿足することもできた。   
改善点や緊張しな  思います。笑顔で  た。   く活勧できた。   ・大きな声で言えて．何とかはっきり香えた。   
い方法を考えるこ・  わかりやすい自己  （2時間日：1年4組）   ・アド′くイスとうまく活動することができたと思  改善できなかったところはちょっと速く首   
とができた。  裔弄青石市庁て姦  ③商よりもうまくアドバイスができたと思う。みんなは  う。アド′くイスを聞くこともできたと思う。   ってしまったこと。  

しい時間にしたい  きはきしていて，しゃべりやすい人ばかりで．お互いに  ・私的には良く活動できたと患います。この時間  ・今日のスピ」チで．自分では普通だと思っ  
です。また．はき  アドバイスし合っていて．1年生なのにすごいなあと思  のおかげで2年生や友人にいろんなアドバイスが  ていたけど．ほかの人から見てみると．少し  
はき言って聞きや  いました。すごく勉強になりました。   もらえたので，本番は．そのアド／くイスに注意し  聞こえにくいということがわかりました。  
すい英踏を言いた  ④頑倭ってゆっくり言ってアイコンタクトをしました。  ながら発表します。   ・練習をもっとしたほうが良かった。ヱ年生  
いです。   でも，1年生にはまだ速く感じられたみたいでした。で  ・自分の練習不足で．言うことを忘れた。内容が  はやはりすごかった。邑分もこのくらいでき  

シャツを見せたことをほめられて．すごくうれしかった  とても薄かった。2年生ともなじめて．良いムード  るように努力すればよかったと思う。  
です。   だったと思う。   

同学年グループ  異学年交流後の自己評価（2年）   ③異学牢交流後の自己評価〔1年）   ◎異学年交流後の自己評価（1年）   
活動後の評価   心構え  

①どうすれば人に  ②1年生の意見を  （1時間目）   ・2年生のアドバイスをしっかりと聞  ・しっかりと．はっきりしやべることが出来   

伝わりやすいかが  しっかり開く。そ  （全部覚える）   き，次回も．生かして生きたいと思い  たことは良かったと思います。けれど∴覚え   

わかった。どのく  して開いてもら  ◎ちょっとはできたかな…。でも．ためになるようなアドバイスじ  ます。良かった点，悪かったこと．し  ることができなかったので．覚えたいです，   
らいの声の大きさ  う。ゆっくりでも  やないかもしれません。1年生が．すっごい上手で驚きでした。私  っかりと直していきたいです。   ・少し私は怖がりなのでぴぴりました。いつ   
がよいのかわかっ  ハキハキ話すよう  の方が下手だったかも。   ・なかなか打ち解けた感じでl舌勤する  もこうなので田ります。   

た。どんなジェス  にする。しっかり  ④犀の大きさ！前より少しだけ大きく話すことができました。で  ことはできたけれども．気がついたこ  ・「ゆっくり．言古そう」「しつかり見て話そう」   
チャーをつければ  目を見て聴くl！  も．まだ全ては暗記していないので，そこをできるようにしたいで  とを審くだけで時間が終わってしま  
いいかわかった。  す。  ■l◆’ナ   

（2時間目：1年4組）   るには時間が足りなかった。   をつけたい。  

③さっきよりも，アドバイスをもらえてよかった！！数字のとこ  ・アドバイスはなくても（別に虐．いと  ・大きな声で言えるようになった。原稿を見  
ろに気を付けて．今度機会があれば発表したいです。   ころはないから）良いから書いません  てしまった。  

◎アイコンタクトをみんなにしたこと。でに．数字など粧しい部分  でした。今日は楽しく活勤できました。  

を変えたいです。   ・うまく活励できたと思う。自己紹介  

①真の気を付けた  ②はっきりとした  （1時間目）   の内容が面白くて笑えたり．そこから  

らいいところが分  発表をする。  ③あまり時間がなくてできなかった。   気隆に話せるようになったり，．，。スピ   

かった。  ④緊張しすぎて，余裕がなかった。   ーチのほうもうまくアドバイスをし今  
（2時間日：1年4組）   えたのでいい1時間だったと思う。  

③多分．けっこううまくいったと思います。   ・発表しているときにメモを取ってし  
④やっぱり一年生の前だと，緊張するから。   まってうまく聞けなかった人のときも  

あった。   

①どうやって発表  ②相手の言葉をよ  （1時間目）   ・先輩とうまく活動できたし．どの部  ▲あらゆるところを英循つばく聞こえるよつ   

すればいいかがわ  く聞いて．参考に  ③1年生がアドバイスしてくれなかった。けっこううまく活観でき  分をどうしたらいいか．などの革が良  lこする。人が聞きやすいように冨つ。   
かった，大きな声  する。はっきりと  た。アドバイスをたくさんできた。   くわかった。   ・はっきりとしゃべる．アイコンタクト．自   

ではっきりと発表  話す。自己紹介を  ⑨自信をもって発表できたが．少し速かった。   ，いろんなアドバイスあまりできなか  信を持って．この3つを大軍に‘英陪の沃み   

することができる  しっかりとする。  （2時間日：1年4組）   ったのでもっとできたらいい。ほかの  方も注倉！！   

ようになった。ジ  ③声が小さいと言われたので，大きくしようと思う。アドバイスは．  人はうまく話せていた，   ・改善できた点→大きな声で詰まらずに話   
エステヤ・－をして  たくさんできた。うまく活動できたと思うが，姑を聞いてくれなか  ・先輩にはやっばり遠慮して香うこと  すこと。できなかった点→思わずーえーつ   
いない。少し速く  った人がいたので．残念。   ができなかったけど，友達には具体的  と」と日本語で話してしまったこと。   

言っている。  ◎大きい声で膏えた．   なアドパイ■スができたので良かったと  

（釘話す力がついた  ②はっきりと落ち  （1時間日）   思います。   うにする。  

と思う。小さい子  番いて話す。ジェ  ③聞くことができたし，アドバイスすることもできたと思う。1年  ・今日の投薬では．先輩のアドバイス  ・少しアイコンタクトが取れるようになっ   
にどうやって話せ  スチャーなどをし  生からのアドバイスがあまりなかったので，宮ってもらえる状態（雰  をしつかり聞けたけど．先輩や友人に  た。でも声があまり大きくなくてできなかっ   
ばいいかを考える  つかりとする。大  寓気）をつくれればよかった。   は余牒アドバイスできなかった。理由  た。   
ことができた。ビ  きな声で言う。柏  ⑨ジェスチャー（率を見せる）を時間をとってできたと思う。もっ  は，ほかの人たちが言ったのと大停同   

デオを見て．発表  手の顔を見る。わ  と．ゆっくりはきはきと言えばよかった。   じだったからです。これからは同じで   

の時．どうすれば  かりやすく説明す  （2時間目：1年4組）   もアドバイスは言っていこうと思っ   
いいのかが分かっ  る。しつかりと話  ③ちやんとアドバイスすることができたし．1年生からのアドバイ  た。   

た。   している人の顔を  スも．もらえたので良かったです。   ・あんまりできなかった。緊張はして  
見て聞く。   ◎少しはゆっくり話せていたと思っていたけど，アドバイスを㈲く  いなかったけど．奮いにくい環境だっ  

と．まだ速かったので．もっとゆっくりと菖っていきたかったです。  たから。（？）   
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③今日の絵素を振り返って，1・2年生とうまく活動できましたか。具体的には．1・2年生のアドバイスをしっかりと聞くことができましたか。また．自分で1・2年生にアドバイスをするこ とができましたか。できなかっ牢人は．なぜできなかったかについても振り返って箇きましょう。 今日 
◎の投薬を振り返って，  自分の自己紹介スピーチで改首できたところはどんなところですか  改善できなかったところは  どんなと－ろですか  改着できなかった占については   改旨できなかったかに2い七も振り返って番きましょう。   

同軍年グループ‾  
活動後の評価   心構え   異学年交流後の自己評価（2年）   Q）異学年交流彼の自己評価（1年）  ㊥異学年交備後の自己評晒  （1年）   

†たくさんアドバイスをもらえて  ・l大きな戸で」というア   W自分の自己7介  （∂1年生とは研  （1時間個） ③最初．後輩との授乗って大丈夫かなあと思いましたが．私の発表に対するアドバイスをしっか      の反省点を見つけ  めて会う人もい   よかった ほかの人の自己紹介を  ドバイスがあったので 次  ることができた 
。  るけど．緊張せず  りと嘗ってくれて．次のスピーチの徐に立ちました。また，私がしたアドバイスをちゃんと取り  良く聞き取ることができないと  は大きな声ではきはきと話   

また．友達のアド  に自分らしい産召  入れてくれて．「ちやんと聞いているんだなあJと思い．うれしかったです。 自を きもあった   せるようになると思う   
◎信もって．恥ずかしがらないで舞姿することを改審できたと思t、ます。      バイスで今後，ど  介をしたい。ま  †開けた。   ・いちおう改善した。   
のようにしたらよ  た，今回の自己紹  （2時間日：1年4絶）   ・聞くことができました。それに．  ・ちょっと．笑っちゃった。   
いかが分かった。  介の経敬．反省を  ③もう少し．一年生の党費をしっかりと開きたかったです。  アドバイスとかも言った。今日の  つ手ところは告ぎでも直せ   
◎3限の時にアドバイスしてもらったことをもとに．アイコンタクトとジェスチャー，速さをゆ      自分の藩見と適っ  生かしてよりよ   授蓑はぼっちりかも…。   るから扱から直していきた   
た意見を聞くこと  い発表にしたい  つくりするというa点を君臨してスピーチしたら，速さがちょうどよくなったのでよかったです。  ・できたと思います。1年生の人  いです。出身のところもす   
ができた。もっと  は声が小さい人が多くて．2年生  
二本番ぼくできたら  はすごく速く嘗うので．ついてい  
よかったと思う。   けないところもありましたが、2  
（ぶお互いに粗ク「し  唱）恥ずかしがら  （l時間日）  年生はやっばり上手でした。   

y       ③自分の自己紹介ほダメだったけど，1年生はみんな元気にやってくれたので良かったと思いま  合うことで改良点  ずに．はきはきと   ・しっかりできたと思う。アドバ  入れるとよりわかりやすい  が分かったり．ほ  雷えるようにし  す。アドバイスし合って改めて学んだこともあったので良かったです。  イスなどもできたし良かったで  というところを政審できる  められ 
て自信を持  たいQ   ◎もうちょっとゆっくり番せばよかったです。   す。   と良い。   

つことができたり  （2時間日：1年有組）  ・自信がついた。ぽそぼそ   
した。‘墓月の発牽  ③自分の発受は全然だったけど．1年生のみんながはきはきとやってくれたので良かったです㌧  音うのもなくなったと思  
を り返 たこと  たに かったこと あったのでいい 駿になったと思い   
がよかった。  

。  

◎ジェスチャーに気をつけれた。けど．1年生によっては落しい単詣があると富われたので気を  
つける。   

は）】アナーキスト」  ②楽しく冥畝で。  （1時日日J  ・うまくいかなかった．英語には  ▼英語にもつと馴百を持つ   
◎1人1人．内容が造ったり．緊張の度合いがチ経りして一アドバイスすることがたくさんあっ      をどういう嘗英で  英語を通して，私   自倍がなくて．いつも詰まってし  てはっきりと言えばよかっ  説明してよいのか  たちのことを少  た 

。自分自身も，1人ずつアドバイスや良かったところを首ってもらい．自信がついた。まずは．  まった。   た。たくさん話してもっと   
を考えた。Howdo  しでも知っても  自分がしつかりしないと，教えてあげることもできないと痛感した。   

・なかなか思い通りに話せず．内  英語に自信を持てばよかっ た。  
， ・声を大きくすることやス   

言い方に決定しま  （前のプリント）  t2時間目：1年4組）   かったと思う。話すスピードも速  ピードは改馨できたが．ま   
した。少しずつ発  を守って緒す。今  ③1年生はなかなか結してくれないと思っていたけど．全員が元気な明るい子で意見を言ってく  かった。   だしっかりと覚えていな   
音や強琵乳 大きさ  回の設楽では．気  れた。全員が膏ってくれて．すごく勉強になる部分もあったし．堵しかった。   
・うまくすることができた。先輩  い。落ち着いて言いたい。  などを雷ってもら  付かなかゥた所  ◎前の授蒙で克服できなかった暗記は結構できた。しかし．速さは「達すぎて聞き取れないとこ  たちのアドバイスはとてもため  一声の大きさと速さのこと   
い．改馨できるよ  や聞き取りにく  ろがある」と青われた。緊張は，さほどしなくなった。つまり．何度も人前で発表やスピーチを  になりよかったです。自分でアド  について注意されたので決  うになった。少し  かったところを  続けていけば．緊張がなくなり，いいスピーチになることがわかった。  ／くイスすることはうまくできま  からしっかり。   
ムダ緒をしすぎ  せんでした。なかなか言い出せず  
た。   に終わってしまいました。  ほ良かったけれど話すスピ  

・ちょっと先輩の前で緊張してし   
ードが速くて聞きづらかっ  Uどんな発育で発  唱）1年生のこと  tl時間目J ③あんまり，コミュニケーションがとれなかった。し－んとしてしまった。アドバイスはしてあ  表すればいいかを．  を考えて，なるべ   まったけど，楽しく、自己紹介の練  たと言われたから．ゆっく  考えられた 

。■他の  く分からない単  げれた。   習ができたと思います。今日一 ア  り落ち憩いてがんばろうと   

人の発表を見て具  許などがないよ  ④ジェスチャーを使って発表したので，前よりは分かりやすくなったと思う。なかなか恥ずかし  ドバイスされた話すスピードに  思います。  体的にどこがよく  うにする。もし，  くて．「えっと」をWell‥，とかにして雷うことはできなかった。  気をつけて次回がんばりたいと  ・はっき りと培いと言わな   
てどこがだめなの  単語について質  （2時間目：1年4組）   思います。   い寧。大きな声。   
か観察できた．練  闘された場合，し  ③いまいち．明るくなからなかった。もっと楽しくできたらいいなと思いました。   ・少し‾亡きたけどできなかったの   
習でもジェスチヤ  つかり答えられ  ◎ibave五v8pe叩1ehmy．‥のところで．具体的に家族を言つ寸しまうと分かりにくいので，言  が多くて，やっぱり少し緊張気味  ーをしっかりでき  

るようにする。  わなくていい。   だったからあまりうまくできな  
た。練習中．しや  かった。  
ベってしまった。  

同学年グループ  
活動彼の評価   心構え   異学年交流後の自己評価（2年）   ③異学年交流の自己評価（1年）   ④異学年交流の自己評価（1年）   

①自分が直さなけ  ②1年生に伝わ  （1時間日）   ・やはり最初だったから緊張してできなかったと思う。   ・もっと声を出す．アイコンタク   
ればいけないこと  りやすい奮い方  ③自己紹介はいつも通りに出来たが．1年生への質問な  一代表音にジェスチャーをどんなのをするかをいろいろ案を出して  トをする，嘗うことをしっかりと   
がわかってよかっ  で自己紹介をす  どは．できなかった。構睦的に絶しかけられなかった。  アドバイスは良くできたと思います。先輩とはそこまで話さなかっ  覚える。   

た。発音やジュス  ること。1年生の  ◎アイコンタク．トが出来たと思う。でも，ジェスチャー  たし．もう少し開いたりすれば良かったかな，と思います。   ・ジェスチャーをしっかりすると   
チャーなどに気を  語をちやんと閲  とかは．あ東り出来なかった。   ・自己紹介の練習をしていなかったのできんちょうした。でも，次  フレンド利稲酔夢で自己紹介もう   
付けなければなら  く。   （2時間日：1年4組）   の大きな目棟が見えてきてよかった。   まくいくと思います。   
ないということが  ③前回よりも上手くできた。1年生にアドバイスできた。  ・先輩や友人のアドバイスを聞いて，完璧だと思っていた自己紹介  ・文章を去ったく覚えていなかっ   
わかった。  ④ジ干スチャーが改替できない。次からはジェスチャー  文も内容がすぐ終わっている．ばらばらなどの意見が出て気をつけ  たのでしっかりと自身を持ってい  

に気を付ける。あと強弱も気を付ける。   たい。   えるようにしたい。   
①前回の自己紹介  ②1年生と和や  （1時間目）   ・いちおうアドバイスはできたが，先輩みたいに詳しく百えること  ・アイコンタクトが最初とれてな   

よりいいものがで  かな罪因気で投  （声の大きさ．自侭をもって結す）   はできなかった。先輩のアドバイスや友達のアドバイスをしっかり  くてそれは言うことに一生懸命に   
きた。どの表現が  兼ができるよう  ③1年生とうまく緒せず，暗い雰囲気になってしまった。  聞くことができ．やっぱりできなかったのはジェスチャーだという  なって下を向いていたからで．気   
より分かり安れ  に気を配る。注意  だから，もっと領極的にするべきだと思った。アドパイ  ことがわかった。   をつけたいです。   
青いやすいかなど  するときは，優し  スはできたと思う．  ・人の前（特に先輩の前）で言う   
を探く考えること  く相手が傷つか  ⑧写其を見せることができたので．イメージがつかみや  ニとは，少し自信がなかったので   
ができた。恥ずか  ないようにする。  すかったと思う。でも．声が小さかったので，大きくす  つつかえてしまった。よくあせっ   
しがってしまった  てしまった。   

ので．あまり上手  
に話せなかったム  
前回と内容を変え  の自己紹介がとても分かりやすくて感心しました。アド  
たので．まだ覚え  ／くイスもちゃんとすることができたと思うし，よかった。  
ていない。   

①4月の発表を振  ②恥ずかしがら  （1時間目）   ・できました。だけど．2年生の先輩は発音や声の大きさ，アイコ  ・実際の自己紹介のようにはきは   
り返れたこと．自  ないで堂々と。し  （途中でつまらない）   ンタクトなどいろいろ上手で，あまりアドバイスすべきところはあ  きと結す。覚えたことをただ話さ   
己紹介を再チャレ  つかり発牽でき  ◎アド／くイスを脅えた人と育えなかった人がいた。時間  りませんでした。先軌こは「えっとノを使わないことを注意されま  ないようにする。   

ンジできること．  るよう前もって  がなかった。みんな楽しそうに活動していた。   した。次月から気をつけたいです。   ・「えっとJを英踏で育うとか．   
相手のいいところ  考えておく。しっ  喀）青い忘れがなくなった。でも．・相変わらずつまってし  ・アドバイスしてもらって，いろんなことがわかり患した。例えば  工夫したらいいところなどを聞い   

を見つけられたこ  かり環面目に閲  まったり．セリフをかんでしまった。本（見せるための  「えっと」とかを英語に直して督うとか工夫したらいい所を教わっ  て，扱から直していければいいと   

とがよかりた。友  く。うなずいた  道具）やジェスチャーは使えたからよかった。   てよかったと思いました。相手にアドバイスする時間はとらなかっ  思いました。   
連の自己紹介でい  り．反応を示す。  （2時間目：1年4姐）   たからできませんでした。   ・ジェスチャーをつけようとする   
い文革をメモし  いいところも必  ③できたと思う。みんな沢山アドバイスを育ったりして  ・結をしっかり聞いていたけど，アドバイスをしようとして聞いて  と着古がぐちやぐちやになってしま   
て．使えばよかっ  ず見つける。  いたので，よかった。   いなかったのであまりできませんでした。   ゥた．もっと練習する。   

た。  ⑧日本綺を使わない（えっとなど）。写寛は、もっと長  ・籠の内容をしっかり闘いていなかったのでアドバイスの点が見つ  ・つつかえていた唇もあったし．  
い間見せたらいい。   からなかった。   また完全に自分のスピーチを覚え  
楽しかった。9月は完璧にしてのぞみたい，   ・できました。この珪はみんなでアドバイスしあえたと思います。  ていないから改善していきたい。  

先堂は写真や本も用意してあったのですごいと思いました。   ・「えーつとJはあまり使いたく  

はないけど使うときは“Weu．‥．－′  

を使う。速く覚える。   
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異学年交流学習活動 1年生コメント 一覧表  

1時間目（1年3紐）コメント   2時間目（1年4組）コメント   

0すごく良かった。○内容は簡単で分かりやすかったです℡   ○わかりやすかった。英締らしい最後の終わり方は1年生と違った。0たくさんいろんなことを冨  

っていてよかった 少しだけど手を使っていたことがよかった。○停を使って安していて良かっ   
△少し聞き取りにくかった。△もう少し大きな声で首った方がいいんじやないかなと思っ  た。0手でジェスチャーをしていたので良いと思った。   

た。少し聞き取りにくかった。△大きい声ではっきりと。△声が小さくて聞き取りにく  △やはり声が…。△聞き取りにくかった。△やっぱり声が小さいかな？△文と文の閉に少し間が   

かったです。△よく聞こえなかった。少しつまっていた   あった。△声をもう少し大きくすればいいと思った。   
○よく分かりやすい自己紹介だった。○スラスラ言っててよかったと思う。分かりやすか  0内容はよかった。アイコンタクトがとれていた。○いろんなことを言っていて、アイコンタクト   

った。0わかりやすい内容でした。  をしていてよかった。○日を合わせていてよかった。○詳しく鋭明していたので良かった。アイ  
コンタクトをしていた。  

△もう少し大きな声で話して欲しかった。△大きい声ではっきりと言うことと．しつかり  

と間をとってしやペる。△声の大きさが少し小さくて聞きやすいところ．聞きにくいと        △声が実際に発表するときよりも小さいよう。△声が少し小さかった。△声の大きさが少し小さか   

ころがありました。△少し聞こえにくかったです。   った。△声が少し聞き取りにくかった。   
○大きな声で話していたところ。アイコンタクトをしていたところ。楽しそうに話してい  0とてもわかりやすくて、パーフェクトでした！！乗馬出来るなんてスゴイ！！○家族の紹介も入っ   

たところ。聞きやすかった。発音がよかったところ。0大きい声ではっきりと育ってい  ていて良いと思った。乗馬にもいろいろな言い方があることが分かった。スゴイ。○とてもわか   

て聞き取りやすかったし．ゆっくりと言ってて分かりやすい発音だった。0ジェスチヤ  りヤすかったです。声の大きさなども、とてもよかったです。0やっぱり、2年生は勉強をして   

－をつけていて分かりやすかった。単語の意味を説明していた。○発音がよかった。物  きているから、かまない。すごく速いし、難しし、単語があった。○発音がとてもきれいで間違え   

を出していたり．絵（写真）をみせてくれて分かりやすかった。ジェスチャーがあって  

分かりやすかった。0声が大きいし．ジェスチャーもよかったです。本なども出してい  

て．veⅣgOOdでした！  △なし   
△速くて自分には聞き取れなかった。   
0図などを使っていいと思った。○スピードはゆっくりで良かったと思います。○写真が  0はっきり話していてよかったと思いました。回（写真）も使っていてよかった。0因も利用して   

出てきてよかった。○スピードはゆっくりで良かったと思います。物（写真）を見せて  いたし，生活がよくわかったし，教科審をまねて番いていたけれど．その他の発表もあったので   

いてよかった。0プリントしてそれを人に見せていたので，わかりやすかった。自分の  良かった。○内容が良かったと思うし，写寅とかを使って詳しく説明していて良かったと思いま   

大の写真を見せてくれたので．どんな穫漂の犬なのか青森で説明しなくてもわかった。  した。発音も良かったと思います。0テニス乳兄弟1人。内容がよくわかった。△最後が聞き  
取りにくかった。○吉葉の1つ1つがはっきりしてたし．ジェスチャーも使っててすごい良かっ   

△少し声が小さかったので．そこを気を付けた方が良いと思った。△少し聞き取りにくか  

ったと思う。声が小さい。△声が小さかった。△声が小さかったので最初，何を言って  

いるのか分かりづらかった。   △なし   
○内容が良かった。0閉があいていてゆっくりしていて良かったと思います。○開きやす  0前を向いて話していてよかったと思いました。○一応分かったし．よかった。○アイコンタクト   

かった。発音がよかった。0声がはっきりしていたので．聞きやすかった．十分かりや  も少ししててよかったと思いました。発音？てか分かりやすく言ってて聞き取りやすかったと思   

すく聞こえた。   います。○写賽があって分かりヤすかった。書いたいことがわか？た。○はっきり言ってて聞き  

やすかった   
△声が小さくて何を言っているかわからなかった。終わりの方もあやふやだった。   △少し声が小さくて．アイコンタクトも少なかったから，そこを直した方がいいと思った。△少し  

聞き取りにくい。終わり方もはっきりしていない。△詰がちょっと速くてついていけなかった，   

○家族のことも分かりやすくてよかった。0ちやんと英語らしく言っていたのでがすごい  0アイコンタクトができていてすごかった。発音がよかった。0アイコンタクトもできて．発音も   

なと思った。プリントも見ていないのにきちんと。○英語の発音がきれいだった。○み  
んなの方を向いて，スラスラ首っていたのがいいと思った。○分かりやすく．聞き取り  

やすかった。   △なし   

1時間目（1年3組）コメント   2時間目（1年4組）コメント   

○アイコンタクトができていた。0分かりやすい発表でよかった。間隔もあけてあって，  ○聞き取りやすい部分が多かった。○やっぱり聞き取りやすかったと思う。速さがよかった。○速   
聞き取りやすかった。○内容が長くて．とても聞き取りやすくてよかったです。○とて  さ，発音などがよかったので聞き取りやすかったです00返さがちょうどよかったと思います。   
も聞き取りやすかったし，リズムも良かったです。家族のこととかも詳しく述べていた  町の名前がわかりにくかった。   
と思うし．自分の入っている部活についても，自分の気持ちを伝えていてよかった。  △閤をあける。前を向く。ジェスチャー。△わかりにくい発音があった。△覚えられないところも   

△聞いたことのない英語が出てきて少し戸惑った。   あった。   
○少し短かったが，色々なことが分かった。大のスペルも分かった。○とても聞き取りや  0しっかり暗記していた。前を向いて緒をしていた。日本語で話すところがほとんどなくて英語で   

すくてよかった。声の大きさとかもよくて，すごいと思った。0自分の好きなことにつ  育っていた。0少し早かったけど．とても多い文をすべて暗盲己していてすごかったし．わかりや   
いて敢えてくれた。自分のペットの大の名前のスペルまで詳しく敢えてくれてよかった  すかった。それに大の名前もしっかりスペルを言ってくれてわかりやすかった。○少し早かった   
です。   けど．聞き取りやすくてよかったと思う。○すべて暗記していたし，英紆の発音がよかったと思  

うのでよかったと思います。○速かったということ。ペットの名申のアルファベットまで紹介し   
ていてよいと思う。  

△建しすぎてよく意味が分からなく．混乱してしまった。  △なし   
OTシャツを見せていて分かりやすかった。○宮いたいことがよくわかった。特に良かっ  ○実物を示し．とても分かりやすいスピーチだった。発音がきれいだった。0ジェスチャーを使っ   

たと思うことは，1つのこと（わからないこと）について詳しく説明していたと思う。  てわかりやすい。○発音がキレイ。実物が見れて．いいと思った。0発音がキレ1■でした。実物   

実物を使っていた！   を見せてくれてわかりやすかった。○発音がキレイで．物を見せて説明しててよかった。だから，  

とても良いスピーチだったと思いました。   

△しやべるのがちょっと速い9文と文の間がせまい。△少しスピードが速くて聞き取りに  △ちょ■っと宮うのが掛、ゥ△少し速かった．△もう少しはっきり富ってもらえばよりよいスピ‾チ   
くかった。△もっと良くするためには，文と文の間をあけて．ゆっくりするといい。  になったと思う。   

0とても開きやすい自己紹介でした。0聞き取りやすかった。0よくわかった。○物を見  0発音がとてもきれいだった。幼を見せたり，ジェスチャーを使っていてよかった。○本を出して   
せながら発表していたのがよかった。英語が上孝明 声も開音やすい大きさでよく分かっ  説明したところがよかった。○実物を見せたり．ジェスチャーを使っていたのがよかったと思う。   

た。○自分のことを詳しく説明してよかったと思った。例を持ってきていてよかった。  また．説明が詳しくて．分かりやすかった。声の大きさ，速さの調節とかもしっかりできてて．  
良いと思う。0発音がきれいだった。   

△声の嗣子に上下をつけた方がよい。△少し興しかった．（英語が苦手だからです。）△も  △よくわからない単詣が多くあってうまく聞き取れなかった。△途中で数字を言っていたところが   

うちょっとはっきり言っていてよかった。   あったけど，そこがうまく聞こえなかった。   

○しっかり自己紹介が上手くできていて良かったと思います。○文が区切られていて頭に  0わかりやすい単語を使っていたので．よくわかった。01年生にも分かりやすい発表でよかった   
入りやすい。○好きなことなども入っていて．よくわかった。自分も，よく聞かないと！！  と思う。ゆっくり話せていたので．ジェスチャーがとてもよく伝わっていま⊥た。01年生でも   
と思った。0みんなをしっかり見ていたのがよかったし，鰊も見ずに発表していたのが  習っている単語を使っていてよかったと思う。○らやんとジェスチャーしていてわかりやっすか   
よかった。△少しつつかえていたかも…。   ったし．ジェスチャーしながらゆっくり言っていてさらによかった。   

△話すスピードを一定にした方が良い。△もう少し詳しければよかった。   △名前などが聞き取りにくかった。えーとを無理に英語にしていた。単語ごとに切っていなかった。  
△もう少し大きな声で蕗せばよかったのでは？△名前が聞こえにくかった。   

Cl詳しく言っていたこと。   0発音がきれい。0指折り敢えていて，家族が何人いるかが良くわかった。好きな歌手の名前など．  

ユニークな発表をしていた 0英汚らしく 稽などを使っていて良からた。0英縛らしい発音し   

△ちょっと速かった。アイコンタクトしていない。△アイコンタクトなどをする。もう少  
しゆっくり膏ってほしかった。△アイコンタクトをしてほしかった。△ちょっと話すの  
が速かったです。△少し遅く言ったほうがいいかもしれない。   △なし   

0分かりやすかった。   ○速度が自分にはちょうど良い。0紙を見ないで．英語らしかった。○発音とかすごく良かった。   

○わかりやすかったので，よかったです。△もう少しゆっくり言った方がいい。   
△す・し聞きづらい所があったから もうちょっとはっきりしやべったほうがいいと思います。△   

△もう少し声を大きくしてほしかった。   なるべく聞こえやすく丁寧にやってほしかった。△1年生は知らない安現を使っていた。   
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自己紹介文を書こう！  

⑳自分のこと管外国の友遜に紹介する文を魯こう。  

・名臥出身地、入っている臥好きのもの（スポーツ、食べものなど）、  

・するスポーツ、清爽する茶番、持っているもの、など、自分のことを遭わす文。   

◎条遡、みんなの蔚で発露します。麓超します。  

・1抒1文で。   

・免蟄の原敬だと思って啓いてくだ書い。   

・全て暗唱してください。発要は、原箭を持たすに行ないます。  

鵬地佃軋軌鱒材料㈲銅鉱。  

」＿．i」トム二！し軋 

t砧e叩轡S  

自己紹介文を雷こう！  

⑳自分のことを外国の友遂に紹介する文吉層こう。  

・．名臥出身地▲入っている臥好きのもの（スポーツ、盈ぺものなど）、  

・するスポーツ、演蚤する炎乳棒っているもの、など、自分のこと菅蛮わす文。   

◎来週、みんなの酌で貴賓します。録画します。   
・1市1文で．   

・発褒の原碍だと思って番いてくだ書い。  

■全て暗唱してください，発蜜は、原宿委持たずに行ない宕す。   

．・融・二・（ミ「－り．・チ＼・叫′りき●ヰ（いぃ三：一ミ亡：…し  

nclmel弓  

ミ∴．∴＿．しミ＿ 

叫 

廿一1flF  

王 ＝k十  

」’目しe J′  

1h洲P。Siう  

Tha鵬you。   甘地『醸you。  

資料9  

㊧技量を絶えて  

1・「これは使えそうだ。」とか「（相手がそうしているのを見て）これはいい。」と   

思ったものはとれですか。0で番号を囲んでください。  

Foryourbe兢er＄eほ－in加¢血c章ion  

［自己紹介をよりよ宅するた鱒にコ  

1・Readandl00kup をしながら読もう。  

・J血a†wayssaystoyo＝●”Eye00nねれ‾  

・わかりにくいことを伝えようとする時、相手の反応を見ながら話そう．  

できる人は必要に応じて、こんな風に聞いてみよう。  

加y｛，uUnderぬndwhatt印ean？（私の苦っていることがわかります軋）  

Canyouhearme7  （聞こえますか。）   

2・ReadcぬrJyandIou即y．いつもよりはっきり、大きな声で読もう。  

●はっきりさせるために、文と文の閤に鱒uSe（一時休止）をおこラ。   

‘Donl†eadt印fasl．貰うのが早すぎると、伝わり吉せんよこ  

3・Tellyou川amemOreCarefully．自分の名前（や鉦しい地名など）をもっと丁寧に  

．伝えよう。  

A：Myr－ameis掴asakjyo．M損ふÅ新一トY・0．   

8：YournambisMaさakiyo．right7  

A：Ye＄．  

A：＝lVeinTeramachi．TE・RrÅ朝一んC一日＿I．   

B；甑u栂¢inTeramachいight7  

A：Yモミ．   

4・D850me郎・音素以外の俸の効きや顔の表情をうまく使おう。   

－あまり大げさにしなくて点いので、少なくとも2つぐらいは入れよう。   

①・l．myなど、自分を指す場合   

②■数字、ものの数豊吉嘗う時の軌   

3・big．㈹l昏などは亭で表現できそう。   

ヰ・tenni＄，pianoなども撞く動作できそう。   

5・yeS・nOなどを使って否定する場合の墓碑や亭、頭の勅書  など。   

（タReadandLo。kUp（〔yeC8nねd）   

3・namemO帽Caref山Iy  

CteaりyandLoudly  

Ge扇UreS  

コメント（実際にやってみて、相手自  己紹介を見て、どうでした  

伝て九代う も ヤ，L舟れ、如、り堅か，ち  

EァくGりむナもは如瀾軋如部中瀬わクモ亀ケ  

2・その他の援其の感想を審し、てください，   

ちせ⊂抑ね∂アヤqだん。ヰ大坪各色碓‾と  

ガカ＼⊃†こ、   

井めんt顔すLモじ慮、＼屯＼ゝも  
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¢I出＄   

◎4月にした自己紹介の原稿をもう一度見直し．閑適いを訂正したり，1年生にわかりやすく直   

したりしたスピーチ原稿を完成きせよう。  

¢l8SS  

One堅軌  ．モ≡ご、ト三＼‾  h帥已てS  

ト・こ・・∴こ．・三・－  ．二べ・こ．・し－＼  
ノーふ画境、、■胞賎dd▲  

二二二二二 

Vs ⊂〉   

こ－‥∴キ ーFざr∴  

し＼ト「∴・－．ミニ  丁＼．．‾、  

‾エ．．、、（、い・三．－．  ：雪、ウJT⊂；  ・一二．・＼∴、ト【l．  ハ∴．、n、ミト  一．－ミ．ll、‾－ゝ＿＿   
い＼Jl‾●iい  

÷＝＼デー‡‾ニナこ二  
、ミ＼卵管、kゝ  

q、ヾ′、童．．・こ：ヾ、rしでい∋  
も糾OY＼モ阜もがふ  ニュく：ヨミミ；こ  α匝（封＼帥東研．  ＼一ぐ仁、、トミ・、‾“、、、√こt   

⊥  
．、＿ 

三血エ∠⊥出L血⊥＿＿1ご、ご、‾‾二｝㌧1い・L・・・  
－iJご†．  恕舜  r＼適プ  

＼ヾ＼トこ  ＼」粁kTO良∨・聖Y甲山ふ－  

永や頼e＿  

◎7月10日の授業に向けて．練習しよう。  

◎4月にした自己紹介の原稿をもう一度見直し．間違いを訂正したり，1年生にわかりやすく直   

したりしたスピーチ原稀を完成させよう．  

しt上しl。．亡Ve川口∽eし  
い叩祀†S  

工囚ひ5 b叶hi“丘ト0〔ainlqqj  
いd叫e てす  tや 

ワ7も小畑√仰ツ…≠町叫0－ふぃd岨 」  i‥・・・－．トふ・ト．－ご廿、・・・－ し、．．－－、・  鼠bしA 爪印一も山Y  

bト‘＿・らレ武レアレ  0  ヽS． 0、   
1し凸叱も恒  I亡；い 押  

£南．両y叫kり払ト  ○ 卯d 勅e  

e てs so s山でゼてし－  
什 も丹心〉．帥d hそ てr 仇 あl餌。†i抑 d仁  

鵬。久一lいふ 〝p飢－。し伸”  
拓†～ ぢD 押ぞ門・H仁l叫ピ∫ 亡し戒心g 恥d。」や¢穴  

〔リ」」＿±∴＿＿ししこ・・・（吏ミこr、せら＿止亡、．∴主二．＿」。．ツ．」：・．．＿ll 
貼（州l緑■p。“－。も¢映り 鮎l叫亡 hて脚  

附そ‾〔D唯一？0隕  
l・：一  泄山勘。f H祀 ♭－さ茸 ♭Ad 亡し♭．  

㌫、咄山斡′of、1拉・♭レ囁 ♭。いよ ⊂lい』  
1再・∴・・．．・しれ＜（ト．－1小、く・ミ 岬ニ．‥、、∴、．  

十長 卯  ♭止す 1■v戒ed 脚0卜已  
‡ト巌 E  kし即適 v相場．  

王瓜亡ホLe＿拝  ．臍†や k 久  Dod 知ガ  
丁や■陀トぞ∈モ†の  ¢t～  ∨（ヽ   

Plモlこ可軸て“  印㍉押れ睡轟  匝払ゞ丁亡．1庵†Ⅵ   

租yらt…モbb。して⊆llD戊」リて㌫亡了仁融ア  
小 〔．い  恥－ ◎灘両軸・（て1囲牒）  

≠帥k YOhもーY町折†ibb－  

沌蘇Ilいぶけ・し．；て．乍ヒ1・。．こイ矩で写で偏ろて・旬矩7ノーいラて－執り机一夕・・′∫  

◎7月ユ0日の授薬に向けて，故習しよう。．割もtニ♪りの葦l凰！  
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教生への自己紹介 自己評価 一覧表  

①今日の授業では．教生の先生のアド／くイスを聞いて自分の自己紹介に生かすことができましたか。できなかった場合は－ どうしてできなかったのかも振り返って，書き   
ましよう。  

◎今日の授業を振り返って，自分の自己紹介の良くなったところはどんなところですか。また．うまくいかなかったところはとんなところですか。うまくいかなかったと   
ころについては，その原因も振り返って書きましょう。  

③今日の授業の感想を審きましょう。  
①先生のアドバイスが生かせたか。  ②自己紹介のよくなったところ．うまくいかなかったところ   ③授業の感想   
できました。   アイコンタクトやジェスチャーなど言語以外のものを使って自  自分の自己紹介の良いところ，悪いところを知ることができてよか  

己紹介をエ夫することができました。アクセントをもっと意托し  ったです。次に自己紹介をするときは．良いところをもっとのばし  
て話せばよかったと思います。   て，悪いところは改善していきたいです。   

2回目は相手の様子を見ながら自  前よりも落ち着いてしやべれたと思う。急な質問でも，黙り込ま  「話すのは上手」と言われて嬉しかった。アイコンタクトもできた。   

分から質問とかもできた。前から気  ずに何とか伝えようとしたら相手にも何かが伝わった。わからな  でも，DoyouunderstandwhatIm¢an？とかは使うタイミングがわ   

を付けていたアイコンタクトもし  からなかった。だからもっと勉強したいと思った。   
つかりできた。   

1回員の先生に「声を大きくしたほ  相手が1人だったので，アイコンタクトをちやんとできた。少し  ただ覚えた英語を言う由ではなく．相手の理解を確認しながらわか   

うがいい」と言われたから，次の先  慌てて質問の答えがしどろもどろになってしまったのが残念だ  りやすく話す。日本語で考えたことを夷語になおして言わなくては   

生のときに気を付けた。「審問の答  ならず大変だった。   
えは単語ではなく文で。」と2回書  

われた。   

初めの先生では】強弱をつけろと舌  ジェスチャーが上手くできたと思う。でもアイコンタクトとか  相手の気持ちを考えるということは．とても難しかった。簡単には   

われ，2回目の先生ではアイコンタ  伝わらないことが分かった。   
クトをつけろと言われたので次回  

からは，それらに気を付ければ良く  

なると思う，   

リラックスしようと思ったのに，緊  相手の気持ちを考えて．やさしい気持ちでやることができた。ア  相手の気持ちを考えるということが∴難しそうだったけれど．でき   

張してしまってできなかった。文と  

文の間をあけたり一ゆっくりと話し  

たりすることができた。   

沈黙をつくらないと言われ，それは  良い：沈黙をつくらないようにする。アイコンタクト。悪い：ス  しっかりとしたアドバイスをもらえたので，アドバイスされたこと   

活かすことができた。でも緊張して  を吹から活かしていきたい。   

いたせいか，声の大きさやスピード  

があまりよくなかったので，これか  

ら気を付けていきたいです。   

①先生のアドバイスが生かせたか。  ②自己紹介のよくなったところ．うまくいかなかったところ   ③授業の感想   

教生先生のアドバイスを聞いて．・次  教生先生のアド／くイスを聞いて．次に生かそうと思ったけど．意  人前ですると緊張するけど．原稿を思い出すのではなく，日本語の   

に生かそうと思ったけど．意識しす  絶しすぎて，逆にできなくなってしまった。   ときと同じようにただ単純に自分のことを紹介することを考えな   

ぎて，逆にできなくなってしまっ  がらすればいいと思いました。   

た。  

1回目の先生にr速いjと言われて，  紙がない分，アイコンタクトやジェスチャーをしようと考え，行  2回目は間をとるために，一呼吸置いてから話したので，柏手の理   

2回目の先生の時は「余裕がある  勧にうつせました。うまくいかなかったのは文型がぐちゃぐちゃ  解が深まりました。また，要点を一度まとめてから話したので．英   

ね＝ と言われました。一度練習す  になったことです。   語らしさ・声の大きさにも気を配ることができました。多くのこと   

ると落ち着けました。  を達成することができた2時間でした。   

できた。1回目はすぐに終わってし  笑顔とアイコンタクトはだいぶよくなったし，自分のものにでき  やはり一まだまだ前回つくった原稿に頼ってしまっているし，質問   

まったし，あせって速く言ってしま  たと思います。でもジェスチャーと理解を確認するのは全くでき  に対する応答ができているけどスラスラスラーと軽やかに言えま   

ったけれども，2回目では1回目で  なかったわけではないけど．少し実行した回数が少なかった気が  せんでした。でも今回のでだいぶ上達したと思うので，これからも   

注意されたことに気を付けて直す  

ことができました。いい経験になっ  

たと思います。   

イントネーションをつける。（大事  ゆっくり話すことが前より上手になった。イントネーションがで  ・1対1で自己紹介をするのは初めてだったので．とても緊瀕しまし   

なところは大きくゆっくり＝）理解  きなかった。（大切なところをもっと大きく言えばよかった。）  た。もっセイントネーションなどに気を付けて上手に自己紹介をで   

したかを聞く。（Doyouund打Stand  きるようにしたいです。   

whatImean？）英顔を忘れない。  

できました。   声の調子の上げ下げが少しうまくできるようになった。アイコン  

タクトをとれた。   

1回目の自己紹介のときに注意さ  アイコンタクトやジェスチャーをするようになりました！！ 卜党  教生の先生との授業は楽しかったです。もっともっと上手くなりた   

れたアイコンタクトは2回順に注  えた英語を言うんじゃなく．相手の理解を極圏しながらわかりや  いです。   

奮できたし，笑顔で楽しくできまし  

た。あとは，もう少し英語らしく言  

えればいいと思いまし．た。   
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